


今
年
は
結
成
５０
周
年
の
節
目
の

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
は
、
当
会
が
１
９

７
２
年
１１
月
１９
日
に
結
成
し
て
か
ら
、
５０

周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
先
人
た

ち
の
必
死
の
活
動
に
よ
り
、
安
心
し
て
透

析
が
受
け
ら
れ
よ
う
に
各
種
制
度
が
確
立

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
患
者
会
を
担
っ
て
き
た

方
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
そ
の
制

度
が
維
持
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
会
員
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

３
年
目
の
新
型
コ
ロ
ナ

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
第
３
波
の
感
染
拡

大
の
中
で
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
た
透
析
患
者
の
原
則
入
院
も
維
持
で
き

な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第

４
波
で
は
ア
ル
フ
ァ
株
が
、
第
５
波
で
は

デ
ル
タ
株
が
猛
威
を
振
る
い
、
東
京
に
お

い
て
は
昨
年
９
月
ま
で
、
殆
ど
の
期
間
に

緊
急
事
態
宣
言
お
よ
び
、
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
の
徹

底
を新

型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
場
合
、
重
症

化
リ
ス
ク
因
子
を
持
つ
人
の
な
か
で
も
、

透
析
患
者
は
、
特
に
致
死
率
が
高
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

昨
年
に
続
き
昨
年
も
、
各
患
者
会
や
、
東

腎
協
、
全
腎
協
の
対
面
で
の
諸
活
動
は
自

粛
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
１０
月
か
ら
は
小
康
状
態
に
あ
り
ま

し
た
が
、
年
末
か
ら
は
感
染
者
が
増
え
始

め
て
い
ま
す
。
東
京
都
で
は
第
６
波
に
備

え
、
感
染
し
た
透
析
患
者
の
受
け
入
れ
先

の
拡
充
を
す
る
と
と
も
に
、
情
報
シ
ス
テ

ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
用
を
開
始
し
、

そ
の
情
報
を
も
と
に
し
て
、受
け
入
れ
調

整
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
感
染
者
が
多
く
な
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
と
し

て
も
、
対
応
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
マ
ス
ク
の

正
し
い
着
用
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
三
密

の
回
避
、
換
気
と
い
っ
た
基
本
的
な
感
染

予
防
対
策
の
徹
底
を
引
き
続
き
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
自
粛
に
伴
う
、

身
体
活
動
の
低
下
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
の
で
、
昨
年
の
機
関
誌
「
と
う
じ

ん
き
ょ
う
」
で
は
、
栄
養
の
観
点
か
ら
と

運
動
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
の

先
生
に
そ
の
対
策
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、

定
期
的
な
運
動
と
適
正
な
食
事
が
最
も
重

要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
、
健
康
な
状
態
を
維
持
す

る
よ
う
に
留
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
活
用

対
外
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
が
急
速
に
普
及
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
行
政
と
の
対
応
や
、
関
係

団
体
と
の
情
報
共
有
や
協
議
、
全
腎
協
や

東
腎
協
の
役
員
間
の
会
議
は
滞
り
な
く
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
大

き
く
進
展
し
た
こ
と
は
、
災
害
対
策
で
、

透
析
医
療
側
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
全
て

の
区
市
町
村
と
の
連
携
で
す
。
ま
た
、
災

安
心
し
て
透
析
が
受
け
ら
れ
る
社
会
の
継
続
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
会
長　

戸
倉 

振
一

年
頭
に

あ
た
っ
て

害
時
の
透
析
医
療
確
保
に
関
す
る
広
域
連

携
も
進
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な

か
で
、
東
腎
協
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
い
く
の
が
良
い
の
か
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
に
開
催
予
定
だ
っ
た
東
京
開
催
の

全
腎
協
５０
周
年
記
念
大
会
は
今
年
に
延
期

の
予
定
で
し
た
が
、今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ

収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
全
国
か
ら
集
客
し
て
の
大
会

は
断
念
し
、
必
要
最
小
限
の
関
係
者
に
よ

る
式
典
を
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
全
腎
協
大
会
と
同
時
開
催
予
定

だ
っ
た
東
腎
協
の
５０
周
年
記
念
大
会
は
今

年
１１
月
に
単
独
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
年
こ
そ
は
、
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
の
大

会
が
開
催
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

私
達
の
活
動
の
目
的
は
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
だ
れ
も
が
安
心
し
て
透
析
が
受
け

ら
れ
る
社
会
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い

く
こ
と
と
、
透
析
患
者
の
生
活
質
の
向
上

で
す
。
現
在
、
高
齢
化
に
伴
い
、
東
腎
協

だ
け
で
な
く
、
全
腎
協
に
お
い
て
も
会
員

が
減
少
し
て
い
る
中
で
す
が
、
多
く
の
腎

臓
病
患
者
に
共
感
さ
れ
る
活
動
を
見
出
し
、

次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
け
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
な
ら
び
に
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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明けましておめでとうございます
ＮＰＯ法人東京腎臓病協議会の前身である東京腎臓病患者連絡協議会は、
１９７２年（昭和４７年）１１月１９日に結成され、今年は記念すべき５０周年を迎えま
す。
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結成20周年誌

結成30周年誌

結成40周年誌

新型コロナウイルス感染症禍でありますが、２０２２年度に予定されている「東腎
協結成５０周年事業」の概要をお知らせします。
また、「全腎協創立５０周年記念事業」については、今年度（２０２１年）予定され
ていた「５０周年記念全国大会（東京）」が中止となりましたが、「５０周年記念式典」
等の事業についてもご紹介します。
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○
全
腎
協
創
立
５０
周
年
事
業
の
概
要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
で
、

全
国
大
会
は
２
０
２
０
年
の
福
島
大
会
、

２
０
２
１
年
の
５０
周
年
記
念
東
京
大
会

が
中
止
と
な
り
、
２
０
２
２
年
度
に
お

い
て
も
全
国
大
会
の
開
催
は
見
送
ら
れ
、

２
０
２
２
年
６
月
に
「
５０
周
年
記
念
式

典
」
を
開
催
し
、
録
画
配
信
の
予
定
で

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
社
会
保
障
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

の
発
行
や
「
５０
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
作

成
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

結
成
５０
周
年
事
業
概
要

○
東
腎
協
結
成
５０
周
年
記
念
大
会

東
腎
協
結
成
５０
周
年
記
念
大
会
は
、

２
０
２
２
年
１１
月
3０
日
（
日
）
に
主
婦

会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
（
四
谷
）
で
行
い
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
型
変
異
株
の
感
染
状
況
が
心

配
で
す
が
、
東
腎
協
大
会
も
２
年
間
開

催
さ
れ
て
居
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
間

の
長
期
透
析
者
（
3０
・
４０
年
）
の
表
彰
、

功
労
者
の
表
彰
な
ど
や
５０
周
年
大
会
に

見
合
う
企
画
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

バ
ン
ザ
イ
』（
作　

バ
ン
ザ
イ
君
・
東
腎

協
個
人
会
員
）
を
再
編
集
し
て
掲
載
し

ま
す
。

○
会
員
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

結
成
５０
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、

東
腎
協
会
員
の
実
態
を
把
握
し
、
医
療

や
福
祉
等
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
「
会
員
実
態
調
査
」
を

行
い
、
報
告
書
を
作
成
し
ま
す
。

○
『
東
腎
協
の
あ
ゆ
み
５０
』
を
発
行
し

ま
す内

容
は
「
写
真
で
見
る
５０
年
」「
関

係
諸
団
体
の
寄
稿
」「
座
談
会
・
透
析

医
療
の
変
遷
と
こ
れ
か
ら
」「
活
動
報

告
」「
年
表
」
な
ど
。

「
全
腎
協
・
東
腎
協
５０
周
年
の
歴
史
」

は
、
誰
で
も
読
み
や
す
い
漫
画
『
透
析

○
「
東
腎
協
５０
ｔ
ｈ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
作
成

し
ま
す
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去
る
２
０
２
１
年
１１
月
２8
日
（
日
）

全
国
の
腎
臓
病
協
議
会
代
表
者
に
よ
る

２
０
２
１
年
度
全
国
代
表
者
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
さ
れ
、
東
腎
協

か
ら
全
腎
協
理
事
と
し
て
戸
倉
会
長
、

板
橋
事
務
局
長
が
、
社
員
代
表
と
し
て

酒
井
副
会
長
、
古
暮
副
会
長
、
三
好
事

務
局
次
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

馬
場
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、

大
本
理
事
か
ら
「
２
０
１
９
年
度
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
る
全
腎
協
の
課

題
」
に
つ
い
て
会
員
数
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
事
、
事
務
局
体
制
が

人
材
面
、
資
金
面
で
脆
弱
で
あ
る
こ
と

等
全
腎
協
が
組
織
と
し
て
大
き
な
課
題

を
抱
え
厳
し
い
状
況
に
あ
る
事
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
福
岡
県
腎
臓
病
患
者
連
絡

協
議
会
の
森
満
会
長
か
ら
活
発
な
患
者

会
活
動
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
岡
山
県
腎
臓
病
協
議
会
の
大

王
会
長
代
行
か
ら
「
災
害
対
策
と
組
織

対
策
の
関
係
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
２

０
１
８
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に

よ
る
岡
山
県
内
の
被
害
状
況
、
避
難
救

助
活
動
な
ど
岡
山
県
腎
協
と
し
て
の
取

り
組
み
と
今
後
の
課
題
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
活
動
に
つ
い
て

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

各
腎
臓
病
協
議
会
に
と
っ
て
参
考
に

な
る
有
益
な
内
容
で
し
た
が
開
催
時
間

が
短
く
十
分
な
意
見
交
換
が
出
来
な
か

っ
た
事
は
残
念
で
し
た
。

臓
器
移
植
の
厚
労
省�

要
望
報
告�

�

１２
月
１
日
（
水
）（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

東
腎
協
の
協
力
団
体
で
あ
る
臓
器
移

植
推
進
連
絡
協
議
会
が
厚
生
労
働
大
臣

に
対
す
る
臓
器
移
植
に
関
わ
る
要
望
を

提
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
厚
労

省
担
当
部
署
と
の
面
談
が
１２
月
１
日

（
水
）
に
行
わ
れ
、
臓
器
移
植
推
進
連

絡
協
議
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
東
腎
協

事
務
局
に
集
ま
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
対
応

し
ま
し
た
。
東
腎
協
か
ら
は
、
戸
倉
、

板
橋
、
三
好
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
の
改
正
臓
器
移
植
法
に

よ
り
、
我
が
国
に
お
け
る
臓
器
提
供
も

飛
躍
的
に
増
加
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
１１

年
が
経
過
し
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
予
想

さ
れ
た
状
況
と
は
ほ
ど
遠
く
、
ま
だ
欧

米
諸
国
は
も
と
よ
り
近
隣
の
ア
ジ
ア
諸

国
に
比
べ
て
も
遥
か
に
少
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

一
昨
年
は
脳
死
下
臓
器
提
供
が
９8
例

（
前
年
比
3０
例
増
）、
臓
器
移
植
総
４

８
０
例
と
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｊ
Ｏ
Ｔ
）
発
足
以
来
、
最
多
と
な

り
、
少
し
ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
増
加
の

兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
影

響
し
、
脳
死
下
臓
器
提
供
６９
例
、
心
停

止
下
臓
器
提
供
と
併
せ
て
78
例
（
４8
例

減
）
と
大
き
く
減
少
し
、
改
正
臓
器
移

植
法
施
行
後
で
は
、
２
０
１
４
年
（
77

例
）
に
次
い
で
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

減
少
の
原
因
が
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
に
よ
る

も
の
な
の
か
、
他
に
原
因
は
な
か
っ
た

か
等
の
分
析
が
必
要
で
す
。

現
在
で
も
１
５
０
０
０
人
以
上
の
方

が
、
移
植
を
待
っ
て
お
り
、
待
機
期
間

中
に
亡
く
な
る
方
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｔ
発
足
後

７
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
臓
器
移
植
推
進
連
絡
協
議

会
で
は
、
移
植
を
望
む
方
、
全
て
が
移

植
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
、
こ

の
様
な
社
会
実
現
の
た
め
、
以
下
の
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

①
臓
器
移
植
の
普
及
啓
発
の
さ
ら
な
る

推
進
。

②
ド
ナ
ー
、
ド
ナ
ー
家
族
が
尊
敬
さ
れ

る
社
会
の
形
成
。

③
提
供
施
設
の
体
制
整
備
。

④
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び

２
０
２
１
年
度
全
国�

代
表
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１１
月
２８
日
（
日
）（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
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都
道
府
県
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
へ
の
対
策
。

⑤
臓
器
移
植
医
療
へ
の
対
策
と
し
て
、

臓
器
移
植
に
関
わ
る
薬
剤
や
機
器
の
早

期
保
険
適
用
、
肺
移
植
者
等
へ
の
自
立

支
援
医
療
（
更
生
医
療
）
適
用
、
移
植

待
機
者
及
び
移
植
者
の
心
身
の
ケ
ア
と

滞
在
及
び
情
報
交
換
の
で
き
る
施
設
設

置
へ
の
支
援
。

１２
月
２7
日
１９
：
００
～
２０
：
3０
、
Ｗ
ｅ

ｂ
に
て
第
２
回
東
京
都
透
析
医
会
災
害

対
策
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議

事
の
内
容
は
、
災
害
時
情
報
伝
達
訓
練

の
状
況
、
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
の
現
状
と
課

題
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
の
委
託
事
業

で
あ
る
、
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
す
る
研
修
会
の

実
施
状
況
な
ど
で
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ–

１９
に
つ
い
て
の
対
策
の
現
状

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ–

１９
に
つ
い
て
は
、
第

６
波
に
向
け
て
、
東
京
都
で
は
情
報
シ

ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
運
用
開
始

と
な
っ
て
い
て
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

情
報
を
も
と
に
し
て
、
透
析
患
者
の
受

け
入
れ
調
整
を
行
う
シ
ス
テ
ム
に
、
効

率
化
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
透
析
患
者
の
受
け

入
れ
施
設
が
少
な
か
っ
た
地
域
に
高
機

能
酸
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
１２
月
２8
日
に

か
ら
稼
働
開
始
と
な
り
、
入
院
も
可
能

な
施
設
と
な
っ
て
い
て
，
透
析
装
置
は

１０
台
設
置
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
経
口
薬
・
カ
ク
テ
ル
療
法
に
つ
い

て
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
を
見
据
え
た
対
応

が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

東
京
都
福
祉
保
健
局
の
委
託
事
業
で

あ
る
、
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
す
る
研
修
会
の
実

施
状
況
は
、
す
で
に
、
３
ブ
ロ
ッ
ク
で

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
今
後
、
３
月

ま
で
に
全
１２
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
会
で
は
、

東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
三
多
摩
腎
臓
疾
患
治
療
医
会

災
害
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
２
次
医

療
圏
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
長

の
先
生
、
ま
た
、
各
区
市
町
村
毎
に
定

め
ら
れ
た
、
副
ブ
ロ
ッ
ク
の
先
生
方
と
、

区
市
町
村
の
行
政
側
の
担
当
者
と
の
顔

合
わ
せ
の
機
会
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

災
害
対
策
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
地
域

で
も
、
区
部
・
三
多
摩
の
各
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
行
政
と
の
連
携
が
進
ん
で
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
の
透
析
医
療
確
保
に
関
す
る

広
域
連
携
会
議
は
１
月
に
行
わ
れ
る
予

定
で
、
今
回
の
会
で
は
、
連
絡
会
議
の

設
置
要
綱
（
目
的
・
組
織
）
と
、
広
域

連
携
ル
ー
ル
（
実
際
の
情
報
共
有
、
患

者
搬
送
な
ど
）
が
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

東
腎
協
か
ら
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
、
患
者
向
け
事
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

周
知
の
方
法
に
つ
い
て
年
度
内
を
め
ど

に
、
開
催
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１２
月
１8
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催

さ
れ
、全
腎
協
か
ら
戸
倉
理
事
、板
橋
理

事
が
、
東
腎
協
か
ら
古
暮
副
会
長
、
金

子
相
談
役
、
三
好
事
務
局
次
長
が
参
加
。

各
県
腎
協
よ
り
、
１
名
～
３
名
の
参
加

が
あ
り
、
総
勢
２０
名
と
な
り
ま
し
た
。

神
奈
川
県
腎
友
会
故
樋
口
会
長
へ
の

黙
と
う
で
始
ま
り
、
全
腎
協
報
告
（
全

国
大
会
準
備
委
員
会
、
中
長
期
運
営
委

員
会
、
組
織
対
策
委
員
会
、
全
腎
協
役

員
体
制
等
）
が
戸
倉
理
事
・
板
橋
理
事

か
ら
有
り
ま
し
た
。

各
県
か
ら
、
ど
こ
の
県
腎
協
も
共
通

し
て
い
る
悩
み
と
し
て
、

・�

会
員
の
高
齢
化
及
び
役
員
不
足
に
よ

り
患
者
会
が
解
散
し
て
し
ま
う
。

・�

会
が
解
散
し
た
と
こ
ろ
に
個
人
会
員

（
県
腎
協
に
よ
っ
て
は
直
接
会
員
と

い
う
）
の
勧
誘
を
し
て
も
１
割
く
ら

い
し
か
入
会
し
て
も
ら
え
な
い
。

又
、
次
の
よ
う
な
意
見
も
出
さ
れ
た
。

・�

県
腎
友
会
役
員
も
な
り
手
が
い
な
い
。

・�

県
腎
協
の
活
動
の
見
え
る
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・�

中
長
期
委
員
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
的

に
若
い
世
代
を
入
れ
ら
れ
な
い
の
か
。

・�

患
者
会
の
有
る
施
設
を
訪
問
し
て
、

施
設
と
の
関
係
を
構
築
す
る
事
を
考

え
て
い
る
。

・�

患
者
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
寄
り
添

い
具
体
的
に
活
動
し
て
い
く
事
が
必

要
で
は
な
い
か
。

・�

患
者
の
家
族
を
書
き
込
ん
で
い
く
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
他
に
執
行
部
交
代
の
理
由
や
責

任
の
所
在
に
つ
い
て
、
全
腎
協
に
対
し

て
要
望
・
質
問
を
出
し
て
い
る
が
回
答

が
無
い
の
で
回
答
を
出
し
て
欲
し
い
。

福
生
公
立
病
院
の
透
析
中
止
問
題
で
全

腎
協
よ
り
ち
ゃ
ん
と
し
た
見
解
を
出
し

て
頂
き
た
い
と
の
意
見
も
活
発
に
出
て

い
た
。

２
０
２
１
年
度
第
２
回�

東
京
都
透
析
医
会
災
害

対
策
委
員
会
報
告�

�

　

戸
倉　

振
一

�

１２
月
２７
日
（
月
）（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

第
９３
回
全
腎
協
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
（
第
７
回

リ
モ
ー
ト
）�

�

１２
月
１８
日
（
土
）（
Ｗ
ｅ
ｂ
）



5 No.236／2022年 1 月

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会
よ
り

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会
よ
り

Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
「
生
活
の
質
」「
生
命

の
質
」
を
さ
し
ま
す
。
少
し
で
も
お
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
東
京
歩
こ

う
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年

よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
出
来
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
、
少
し
で
も
歩
い
て
頂
き

た
く
、
今
ま
で
行
っ
た
第
１
回
か
ら
第

４
回
ま
で
を
細
か
く
し
て
散
歩
コ
ー
ス

と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

●
第
１
回
　
上
野
周
辺

第
１
回
で
行
っ
た
上
野
公
園
は
ど
う

で
す
か
。
東
京
文
化
会
館
か
ら
上
野
東

照
宮
（
三
代
将
軍
家
光
が
遠
く
日
光
ま

で
お
参
り
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
い
江

戸
の
人
々
に
日
光
東
照
宮
に
準
じ
た
も

の
を
建
立
）→
寛
永
時
清
水
観
音
堂（
京

都
東
山
の
清
水
寺
を
模
し
た
舞
台
造
り

の
お
堂
）
→
西
郷
さ
ん
銅
像
→
不
忍
池

弁
天
島
（
琵
琶
湖
に
見
立
て
ら
れ
た
不

忍
池
、
竹
生
島
に
因
む
）
→
旧
岩
崎
邸

（
都
立
公
園
で
三
菱
三
代
社
長
岩
崎
久

彌
の
本
邸
と
し
て
造
ら
れ
た
。
障
害
者

手
帳
で
入
園
料
無
料
）
ま
で
の
コ
ー
ス
。

途
中
、
階
段
を
昇
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

に
咲
く
野
草
を
中
心
に
約
３
０
０
種
類

の
植
物
を
１
か
所
で
観
察
で
き
る
ス
ポ

ッ
ト
で
す
。
そ
こ
へ
行
く
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

下
山
し
て
か
ら
の
甘
味
処
は
疲
れ
を

癒
す
た
め
に
は
立
ち
寄
っ
て
も
い
い
か

も
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
障
害
者
割
引
、

介
護
者
１
名
割
引
あ
り
（
障
害
者
手
帳

を
持
参
の
こ
と
）。
割
引
往
復
料
金
４

７
０
円
（
大
人
）
に
な
り
ま
す
。
リ
フ

ト
も
同
じ
。

・
薬
王
院
は
１
２
０
０
年
以
上
前
に
開

山
し
、
正
式
名
称
は
高
尾
山
薬
王
院
有

喜
寺
と
い
う
。
境
内
に
は
天
狗
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
物
が
あ
る
の
で
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

不
忍
池
か
ら
岩
崎
邸
ま
で
約
３
５
０
ｍ

で
す
。

更
に
ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
、
岩
崎
邸

か
ら
無
縁
坂
（
坂
の
上
に
無
縁
寺
が
あ

っ
た
の
が
由
来
。
北
側
に
講
安
寺
、
東

大
医
学
部
が
あ
る
）
を
通
っ
て
東
京
大

学
の
学
食
で
ラ
ン
チ
（
中
央
食
堂
、
銀

杏
メ
ト
ロ
食
堂
な
ど
利
用
可
）
に
行
く

の
は
如
何
で
す
か
？
距
離
に
し
て
約
１.２

㎞
で
す
。
も
し
く
は
東
大
に
ラ
ン
チ
だ

け
を
食
べ
に
行
く
。
と
い
う
の
は
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
学
生
に
な
っ
た
気
分

で
、
比
較
的
お
安
い
で
す
よ
。

東
大
か
ら
臨
済
宗
麟
祥
院
（
家
光
の

乳
母
春
日
局
の
菩
提
寺
）
→
湯
島
天
神

（
学
問
の
神
様
）
ま
で
。
東
大
か
ら
春

日
局
の
菩
提
樹
経
由
湯
島
天
神
ま
で
約

２
㎞
の
距
離
で
す
。

・
上
野
公
園
に
は
美
術
館
、
博
物
館
、

科
学
博
物
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
、

下
町
風
俗
資
料
館
等
も
あ
り
上
野
公
園

だ
け
で
も
充
分
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

●
第
２
回
　
高
尾
山

第
２
回
で
行
っ
た
の
が
高
尾
山
。
八

王
子
に
あ
る
標
高
５
９
９
メ
ー
ト
ル
の

山
で
す
。
京
王
線
高
尾
山
口
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
清
滝
駅
ま
で
歩
き
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
で
高
尾
山
駅
へ
。
若
し
く
は
リ

フ
ト
で
山
上
駅
へ
。
駅
近
く
に
は
高
尾

山
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
も
有
り
ま
す
。

駅
か
ら
徒
歩
で
薬
王
院
を
経
由
し
て

頂
上
ま
で
登
山
。
ル
ー
ト
は
清
滝
駅
か

ら
３
コ
ー
ス
、
高
尾
山
駅
か
ら
も
３
コ

ー
ス
と
い
ろ
い
ろ
有
り
ま
す
。
選
ん
だ

の
は
階
段
の
少
な
い
コ
ー
ス
で
す
が
覚

悟
を
決
め
て
ト
ラ
イ
し
て
く
だ
さ
い
。

夏
に
行
か
れ
る
場
合
は
暑
さ
対
策
、
水

分
補
給
、
熱
中
症
に
充
分
注
意
を
し
て

下
さ
い
。
汗
を
か
い
た
分
、
山
頂
で
食

べ
る
か
き
氷
が
美
味
し
い
！
途
中
、
茶

屋
も
有
り
休
憩
す
る
こ
と
は
可
能
。
時

期
に
も
よ
り
ま
す
が
頂
上
に
食
事
す
る

所
は
あ
り
ま
す
。
が
、
混
ん
で
い
る
の

で
お
弁
当
を
持
参
す
る
事
を
お
勧
め
し

ま
す
。
高
尾
山
口
駅
付
近
で
の
お
弁
当

を
購
入
す
る
の
は
選
べ
る
程
あ
り
ま
せ

ん
の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

頂
上
ま
で
大
変
な
方
は
、
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
、
リ
フ
ト
で
登
り
約
7０
頭
の
サ
ル

が
暮
ら
し
て
い
る
「
さ
る
園
」
と
そ
の

敷
地
内
に
あ
る
「
野
草
園
」
で
高
野
山
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●
第
３
回
　
新
国
立
競
技
場
近
辺

第
３
回
は
丸
の
内
線
新
宿
御
苑
駅
→

新
宿
御
苑
（
障
害
者
手
帳
で
入
園
料
無

料
）
の
新
宿
門
よ
り
入
り
→
苑
内
を
横

断
、
千
駄
ヶ
谷
門
よ
り
出
て
→
当
時
工

事
を
し
て
い
た
新
国
立
競
技
場
を
一
周

→
絵
画
館
前
の
銀
杏
並
木
。
銀
杏
並
木

の
南
端
に
は
ラ
ン
チ
を
取
れ
る
場
所
も

あ
り
。
新
宿
御
苑
の
千
駄
ヶ
谷
門
か
ら

国
立
競
技
場
ま
で
は
約
７
０
０
ｍ
で
す
。

国
立
競
技
場
周
り
に
は
、
神
宮
球
場
、

秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
な
ど
が
あ
る
の
で

こ
こ
だ
け
を
散
策
す
る
の
も
お
勧
め
で

す
。銀

杏
並
木
→
赤
坂
東
宮
御
所
→
迎
賓

館
赤
坂
離
宮
。
東
宮
御
所
は
当
然
入
れ

ま
せ
ん
が
、
迎
賓
館
（
障
害
者
手
帳
に

て
参
観
料
は
免
除
で
す
）
は
入
館
可
能

で
す
。
手
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
迎

賓
館
だ
け
で
も
一
度
観
て
見
る
の
も
い

い
か
も
。
公
開
日
程
を
確
認
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
銀
杏
並
木
か
ら
迎

賓
館
ま
で
約
１.５
㎞
で
す
。

・
絵
画
館
は
正
式
名
称
を
聖
徳
記
念
絵

画
館
と
い
い
幕
末
か
ら
明
治
時
代
ま
で

明
治
天
皇
の
生
涯
の
実
績
を
描
い
た
歴

史
的
、
文
化
的
な
絵
画
が
展
示
し
て
い

る
。
又
、
い
ち
ょ
う
並
木
は
青
山
通
り

か
ら
絵
画
館
の
建
物
を
見
る
と
銀
杏
並

木
は
絵
画
館
が
中
心
に
な
る
よ
う
に
沿

っ
て
植
え
ら
れ
て
い
る
。
遠
近
法
を
用

い
て
実
際
の
距
離
よ
り
絵
画
館
が
遠
方

に
あ
る
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

・
迎
賓
館
は
１
９
０
９
年
東
宮
御
所

（
皇
太
子
殿
下
の
お
住
ま
い
）
と
し
て

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
１
９
６
７
年
外

国
賓
客
に
対
す
る
迎
賓
施
設
に
供
す
る

に
決
定
し
、
工
費
１０
億
円
、
内
装
費
７

億
円
を
か
け
て
改
修
し
１
９
７
４
年
に

完
成
し
た
。

●
第
４
回
　
錦
糸
町
か
ら
両
国

第
４
回
は
錦
糸
町
北
口
改
札
前
広
場

→
天
神
橋
（
墨
田
区
と
江
東
区
の
間
を

流
れ
て
い
る
横
十
間
川
に
掛
か
る
橋
）

→
亀
戸
天
神
社
（
ふ
じ
の
花
の
名
所
）。

こ
こ
ま
で
で
約
１.１
㎞
。
→
更
に
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ま
で
約
１.５
㎞
→
牛
嶋
神

社
（
８
６
０
年
頃
創
建
）
ま
で
約
４
０

０
ｍ
→
言
問
橋
（
隅
田
川
に
か
か
る
橋

で
西
岸
は
台
東
区
、
東
岸
は
墨
田
区
）

→
隅
田
川
河
川
公
園
を
左
手
に
→
浅
草

寺
雷
門
（
風
神
・
雷
神
が
守
護
す
る
浅

草
寺
の
総
門
）
ま
で
約
９
０
０
ｍ
。

浅
草
寺
→
吾
妻
橋
→
東
京
都
慰
霊
堂

（
都
立
横
綱
町
公
園
に
あ
る
）
ま
で
１.６

㎞
→
両
国
ま
で
約
７
６
０
ｍ
。

牛
嶋
神
社
よ
り
ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば

し
て
長
命
寺
の
桜
も
ち
を
食
べ
に
行
く

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
川
沿
い
を
歩
い

て
約
１
㎞
位
。

・
亀
戸
天
神
社
は
九
州
太
宰
府
天
満
宮

に
対
し
て
東
の
宰
府
と
し
て
「
東
宰
府

天
満
宮
」、
あ
る
い
は
「
亀
戸
宰
府
天

満
宮
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
明
治
６
年

に
東
京
府
社
と
な
っ
て
亀
戸
神
社
と
号

し
、
昭
和
１１
年
に
亀
戸
天
神
社
と
正
称

し
た
。

・
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
電
波
塔
と
し
て
の

役
割
以
外
に
も
商
業
施
設
、
水
族
館
、

ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
、
郵
便
博
物
館
が
あ

り
ま
す
。

・
牛
嶋
神
社
は
名
前
の
通
り
牛
に
因
ん

だ
駒
牛
、
撫
牛
等
の
物
が
た
く
さ
ん
あ

る
神
社
で
あ
る
。
又
、
明
神
鳥
居
の
両

脇
に
小
さ
い
鳥
居
が
合
体
し
た
三
ツ
鳥

居
（
別
名
を
三
輪
鳥
居
と
い
う
）
が
あ

る
。
最
寄
り
駅
か
ら
徒
歩
５
分
位
で
行

け
る
所
で
す
。

・
雷
門
は
現
在
地
に
移
っ
た
の
は
鎌
倉

時
代
以
降
の
こ
と
で
、
移
築
の
際
に
風

神
・
雷
神
を
安
置
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
現
在
の
門
は
１
９
６
０
年
松
下

電
器
産
業
社
長
・
松
下
幸
之
助
氏
の
寄

進
に
よ
り
再
建
。
雷
門
北
の
間
（
風
雷

神
像
の
背
後
）
に
安
置
さ
れ
て
い
る
天

龍
像
と
金
龍
像
は
水
を
司
る
龍
神
で
あ

り
、
浅
草
寺
の
護
法
善
神
で
あ
る
。
１

９
７
８
年
松
下
グ
ル
ー
プ
有
志
が
寄
進

し
た
物
で
す
。

・
慰
霊
堂
は
１
９
３
０
年
に
完
成
し
１

９
２
３
年
９
月
１
日
関
東
大
震
災
の
遭

難
者
の
遺
骨
を
お
さ
め
て
い
る
。
太
平

洋
戦
争
中
の
東
京
大
空
襲
で
亡
く
な
っ

た
方
も
納
め
ら
れ
て
い
る
。

両
国
の
周
り
に
は
国
技
館
、
相
撲
博

物
館
、
江
戸
東
京
博
物
館
、
旧
安
田
庭

園
、
刀
剣
博
物
館
等
が
有
り
ま
す
。

全
コ
ー
ス
を
挑
戦
と
は
い
い
ま
せ
ん
。

小
分
け
に
し
て
い
ま
す
の
で
興
味
を
持

っ
た
所
、
こ
の
距
離
な
ら
歩
け
る
か
も

と
思
っ
た
箇
所
を
、
天
気
の
良
い
日
に

友
人
、家
族
と
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
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２０
年
ぶ
り
の
東
腎
協

昨
年
７
月
よ
り
東
腎
協
相
談
役
と
し

て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
全
腎
協
の
常
勤
役
員
と
し
て

勤
務
し
活
動
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

昨
年
６
月
に
役
員
任
期
終
了
に
伴
い
退

職
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

東
腎
協
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
法
人
格
を

取
得
す
る
前
の
１
９
８
９
年
か
ら
２
０

０
２
年
の
間
常
任
幹
事
（
現
理
事
）
と

し
て
編
集
委
員
や
青
年
部
長
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
会
報
へ

の
執
筆
の
機
会
を
い
た
だ
き
２０
年
ぶ
り

に
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
原

稿
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
の
病
歴
に
つ
い
て

高
校
生
の
時
に
学
校
の
検
診
で
蛋
白

尿
が
見
つ
か
り
腎
臓
病
が
わ
か
り
、
大

学
４
年
の
春
１
９
７
９
年
３
月
に
透
析

を
導
入
し
ま
し
た
。
当
時
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
は
コ
イ
ル
型
を
使
用
し
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ

製
剤
（
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
）
も
な
く
、

現
在
の
よ
う
な
長
期
透
析
が
考
え
に
く

い
過
酷
な
時
代
で
し
た
。

そ
の
後
、
新
し
い
薬
が
出
て
透
析
生

活
が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
透
析
が
長
く
な
っ
て
く
る
と
長
期

透
析
に
よ
る
合
併
症
が
出
る
よ
う
に
な

り
、
手
根
管
開
放
術
（
両
手
）
や
頸
椎

狭
窄
症
の
手
術
な
ど
合
併
症
の
治
療
を

受
け
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
４
月
１１
日
に
献
腎
移
植

を
受
け
3１
年
間
の
透
析
か
ら
離
脱
し
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

患
者
会
活
動
に
つ
い
て

東
腎
協
は
、
１
９
７
２
年
に
結
成
し

本
年
結
成
５０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
当
時

は
透
析
機
器
の
性
能
も
悪
く
、
薬
も
現

在
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
劣
悪

な
環
境
で
、
治
療
途
中
に
命
を
亡
く
す

仲
間
も
多
く
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
も
が
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ

る
」
こ
と
を
目
的
に
全
国
の
仲
間
が
結

集
し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
東

腎
協
は
在
京
組
織
と
い
う
こ
と
も
あ
り

全
腎
協
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

先
人
の
命
を
懸
け
た
活
動
に
よ
り
現

在
は
だ
れ
も
が
必
要
な
時
に
透
析
治
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
都

は
全
国
で
も
群
を
抜
い
て
公
費
負
担
医

療
制
度
や
障
害
者
手
当
等
の
整
備
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
患
者
の
高
齢
化
は
東
京
で
も

例
外
で
は
な
く
、
今
後
も
高
齢
化
が
進

み
「
透
析
患
者
＝
超
高
齢
患
者
」
の
時

代
が
来
ま
す
。
介
護
保
険
の
利
用
抑
制

（
総
合
事
業
へ
の
移
行
や
利
用
者
負
担

増
）
や
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
医
療
保

険
で
も
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
利
用

者
負
担
増
等
、
社
会
保
障
制
度
の
更
な

る
後
退
も
危
惧
さ
れ
、
移
動
困
難
者
の

通
院
対
策
、
施
設
入
所
・
入
居
対
策
が

今
後
さ
ら
に
重
要
度
を
増
し
て
き
ま
す
。

そ
の
他
に
も
大
規
模
災
害
（
大
震
災
）

へ
の
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

透
析
を
受
け
て
い
る
患
者
の
中
に
は

「
な
ん
で
こ
ん
な
病
気
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
」「
透
析
は
辛
く
て
い
や
だ
」
な

ど
と
言
う
声
を
聴
き
ま
す
。
し
か
し
、

先
人
の
中
に
は
、
透
析
を
受
け
ら
れ
ず

に
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
仲
間
が
沢
山
い

た
事
、
だ
れ
も
が
必
要
な
時
に
透
析
を

受
け
ら
れ
る
東
京
都
の
公
費
負
担
医
療

制
度
は
「
当
た
り
前
」
な
も
の
で
は
な

く
、
ど
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
事
か
を
知

っ
て
、
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。「
何
を

し
て
も
ら
え
る
か
？
」
で
は
な
く
、
今

あ
る
治
療
環
境
を
「
会
員
・
患
者
が
一

丸
と
な
っ
て
」
未
来
に
つ
な
げ
、
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

患
者
会
活
動
の
原
点
に
返
っ
て
、
再

び
東
京
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
活
動
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

透
析
治
療
歴
３１
年
１
カ
月
（
１
９
７
９
年
３
月
～
２
０
１

１
年
４
月
）２
０
１
１
年
４
月
献
腎
移
植
術
を
受
け
現
在
に
至
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
相
談
役

（
前
全
腎
協
常
務
理
事
・
事
務
局
長
）

金
子　

智
さ
ん
（
６３
歳
）

リ
レ
ーエッセ
イ

患
者
会
活
動
の

原
点
に
返
って
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２
０
２
０
年
末
透
析
患
者
の
現
況

表 １　２０２０年末わが国の慢性透析療法の現況

施設調査による集計

対象施設数 ４，４９3施設 ６施設増 ０．１％増
回収施設数 ４，４37施設 ２６施設増 ０．６％増
設備 ベッドサイドコンソール台数 １４3，77２台 ２，２５２台増 １．６％増

能力
同時透析能力 １４１，7５２人 １，９１3人増 １．４％増
最大収容能力 ４7２，５3１人 7，９１６人増 １．7％増

施設調査による集計

治療方法 通院 入院 合計

血液透析等

血液透析（ＨＤ） １４９，０8２ （４7．０） ２２，２４２ （7２．５） １7１，3２４ （４９．3）
血液透析濾過（ＨＤＦ） １５５，78２ （４９．１） 8，０４3 （２６．２） １６3，8２５ （４7．１）
血液濾過（ＨＦ） １０ （０．０） ４ （０．０） １４ （０．０）
血液吸着透析 １，3６９ （０．４） ５０ （０．２） １，４１９ （０．４）
在宅血液透析 7５０ （０．２） １ （０．０） 7５１ （０．２）

腹膜透析等

腹膜透析（ＰＤ） 7，９１６ （２．５） ２7２ （０．９） 8，１88 （２．４）
週 １回のＨＤ（Ｆ）等との併用 １，83９ （０．６） ４3 （０．１） １，88２ （０．５）
週 ２回のＨＤ（Ｆ）等との併用 １６１ （０．１） ４ （０．０） １６５ （０．０）
週 3回のＨＤ（Ｆ）等との併用 3０ （０．０） １ （０．０） 3１ （０．０）
上記以外の併用 ６５ （０．０） 7 （０．０） 7２ （０．０）

小計 １０，０１１ （3．２） 3２7 （１．１） １０，338 （3．０）
２０２０年末透析患者総数 3１7，００４ （１００．０） 3０，６６7 （１００．０） 3４7，６7１ （１００．０）
かっこ内は列方向の合計に対する％です。

人口１００万対比 ２，7５４．3人 ２２．7人増 ０．8％増

２０２０年末透析患者のうち、夜間透析患者数 3１，４６8人 ５５９人減

２０２０年ＨＤ（Ｆ）等で新規に透析導入した患者数 38，２６3人
２０２０年ＰＤで新規に透析導入した患者数 ２，４8１人
２０２０年新規導入患者総数 ４０，7４４人 １４１人減 ０．3％減

２０２０年透析患者死亡数 3４，４１４人 ２２8人減 ０．7％減

患者調査票による集計

透析歴 男性 女性 合計
５年未満 １１０，４8０ （４９．7） ４９，２１１ （４3．１） １５９，６９１ （４7．５）
５年～ ５６，3５６ （２５．3） ２7，883 （２４．４） 8４，２3９ （２５．０）
１０年～ ２６，8０3 （１２．１） １４，９４7 （１3．１） ４１，7５０ （１２．４）
１５年～ １3，3２５ （６．０） 8，９５０ （7．8） ２２，２7５ （６．６）
２０年～ 7，２９５ （3．3） ５，7９3 （５．１） １3，０88 （3．９）
２５年～ ４，１3２ （１．９） 3，５５２ （3．１） 7，６8４ （２．3）
3０年～ ２，１73 （１．０） ２，０６５ （１．8） ４，２38 （１．3）
3５年～ １，１４２ （０．５） １，１４１ （１．０） ２，２83 （０．7）
４０年～ ６５２ （０．3） ６２7 （０．５） １，２7９ （０．４）
合計 ２２２，3５8 （１００．０） １１４，１６９ （１００．０） 33６，５２7 （１００．０）
不明 １５２ 7９ ２3１

記載なし ０ １ １
総計 ２２２，５１０ １１４，２４９ 33６，7５９
平均 ６．8４ 8．４１ 7．37

標準偏差 7．２５ 8．５１ 7．73
※透析歴別患者数は患者調査票より算出。
　かっこ内は列方向の合計に対する％です。

最長透析歴 ５２年 ４ ヶ月
※最長透析歴は患者調査票より算出。
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表 ２　都道府県別の透析患者数および治療形態，２０２０

都道府県名 調査対象施設数

施設調査
票回収施
設数

血液透析等 腹膜透析等

計
人口１００万
あたり
患者数

血液透析
（ＨＤ）

血液透析濾過
（ＨＤＦ）

血液濾過
（ＨＦ）

血液吸着
透析

在宅血液
透析

腹膜透析
（ＰＤ）

週１回のＨＤ
（Ｆ）
等との併用

週 ２回のＨＤ
（Ｆ）
等との併用

週 ３回のＨＤ
（Ｆ）
等との併用

上記以外
の併用

北海道 ２６１ ２５8 7，５3５ 8，１６7 ０ １０５ １０ ４４２ １０3 ２ １ ５ １６，37０ 3，１3０．６
青森県 ４１ ４１ １，１8５ ２，3４６ ０ 3 3 87 １3 １ ０ １ 3，６3９ ２，９37．０
岩手県 ４４ ４3 ２，２２５ 8４3 ０ １１ ０ ５４ １４ ０ ０ １ 3，１４8 ２，５９９．５
宮城県 ６６ ６６ 3，５83 ２，3５９ ０ １7 7 １９１ ２６ １ ０ ０ ６，１8４ ２，６8５．２
秋田県 ４１ ４１ １，２7４ 8６２ ０ ０ ２ ４５ 3 ０ ０ ０ ２，１8６ ２，２77．１
山形県 3５ 3５ １，４０7 １，２83 ０ ６ １２ ６４ 7 １ ２ ０ ２，78２ ２，６０２．４
福島県 73 7１ ２，37５ ２，77４ ０ １９ ０ ５8 ２２ １０ ０ ０ ５，２５8 ２，8６7．０
茨城県 87 87 ５，１０９ 3，２１９ ０ ５3 １8 ６7 １６ ０ ０ ０ 8，４8２ ２，９５６．４
栃木県 8１ 8１ 3，４3４ ２，９78 ０ ２５ １１ １６１ １６ 3 ０ １ ６，６２９ 3，４２7．６
群馬県 ６3 ６3 3，78２ ２，3６９ １ 7 １２ 7４ １3 ０ ０ ０ ６，２５8 3，２２５．8
埼玉県 １９7 １９５ 7，９０２ １１，１９９ ０ ５０ 7６ 3５２ 88 ６ ２ ０ １９，６7５ ２，６78．０
千葉県 １５９ １５６ 7，９６２ 7，６５7 １ 3４ １3 ２６7 ６7 ４ １ ０ １６，００６ ２，５４５．９
東京都 ４４５ ４４１ １４，38１ １7，６２０ ０ １２９ １１3 ９５５ ２９６ １3 １ １3 33，５２１ ２，383．3
神奈川県 ２7１ ２６8 １１，５０９ ９，8１４ ０ １１９ 3４ ５９２ １２６ ４ 3 8 ２２，２０９ ２，４０3．６
新潟県 ５3 ５２ 3，２９8 １，６９8 ０ ２１ 3 １６０ ２６ ２ ０ ２ ５，２１０ ２，3６６．０
富山県 ４２ ４２ １，7２7 7２９ ０ １６ 3 8０ １６ １ ２ 3 ２，５77 ２，４87．５
石川県 ４１ ４１ １，６０６ １，１１3 ０ １９ ５ ６４ 7 ０ ２ ０ ２，8１６ ２，４8５．４
福井県 ２7 ２５ 87１ 787 ０ ０ 3 ５４ １５ ０ ２ ０ １，73２ ２，２５8．１
山梨県 33 33 １，１０６ １，２４２ ０ ６ ２ １９ １０ ０ ０ ０ ２，38５ ２，９４４．４
長野県 7２ 7２ ２，8６０ ２，４２8 3 ６ １3 8０ １3 3 ０ １ ５，４０7 ２，６37．６
岐阜県 7４ 7４ ２，９６０ ２，１２０ ０ １６ ２４ 8１ １９ １ ０ ０ ５，２２１ ２，６3６．９
静岡県 １２９ １２7 ４，４２7 ６，６９５ ０ ２8 ２４ １５8 ２3 ２ ０ １ １１，3５8 3，１２４．６
愛知県 １９8 １９7 ９，６１２ 8，６２7 １ ５５ ４7 ５7６ １3５ ２3 １ ０ １９，０77 ２，５２8．１
三重県 ５６ ５3 ２，４０６ １，６６２ ０ １６ 8 88 １7 ０ ０ 3 ４，２００ ２，37１．５
滋賀県 ４０ 3９ １，４０7 １，7０６ ０ 3２ 38 １４６ １４ ０ １ ０ 3，3４４ ２，3６４．９
京都府 7９ 77 ２，73５ 3，５２7 ０ ５５ １４ １６９ ５４ 7 ２ １ ６，５６４ ２，５４４．２
大阪府 3２５ 3２０ １０，０83 １3，3０3 ０ １５５ ５3 ４６５ １００ 8 ０ ４ ２４，１7１ ２，733．3
兵庫県 ２０１ １９６ ６，87１ 7，２６６ １ 88 ６９ １６8 3４ 8 ０ ０ １４，５０５ ２，６５２．２
奈良県 ５２ ５２ １，６９8 １，7９９ ０ ２６ 7 ９５ ２９ ０ ０ ０ 3，６５４ ２，7５7．7
和歌山県 ４7 ４7 ２，１73 83０ １ １7 3１ ６６ １3 ０ ０ ０ 3，１3１ 3，3９２．２
鳥取県 ２６ ２５ ４8１ ９９６ ０ ４ ２ ５９ ９ 3 ０ ０ １，５５４ ２，8０５．１
島根県 3０ 3０ ６38 １，０６２ ０ ４ 3 ６５ 8 １ ０ ０ １，78１ ２，６５０．3
岡山県 ６５ ６５ ２，38６ ２，7６０ ０ ２7 ６ ２０６ ２５ ４ ２ ０ ５，４１６ ２，8６５．６
広島県 １００ ９8 3，7１０ 3，73５ ５ 38 ２６ ２3２ ５９ ２６ 3 １ 7，83５ ２，7９7．２
山口県 ５９ ５６ １，６73 １，88１ ０ ４ １ １０５ ２６ ９ ０ ０ 3，６９９ ２，7５４．3
徳島県 ４０ ４０ １，２５8 １，４２９ ０ １０ ５ 7４ 88 3 １ ２ ２，87０ 3，９8６．１
香川県 ５０ ５０ １，１４１ １，４４3 ０ 7 7 １２２ ６２ 3 ０ ０ ２，78５ ２，９２8．５
愛媛県 ５3 ５3 １，8５8 ２，１０５ ０ １２ ０ １１６ 3１ １ ０ ５ ４，１２8 3，０8９．8
高知県 3９ 3９ 7５０ １，8０8 ０ ６ ０ １１ 3 3 ０ １ ２，５8２ 3，73１．２
福岡県 ２００ １９7 8，９１２ ５，９５２ ０ ５3 ２１ ６５５ ５５ ０ ０ １ １５，６４９ 3，０４５．１
佐賀県 37 37 １，６２8 ９６９ ０ １２ ４ ２６ 7 ２ ０ ２ ２，６５０ 3，２６3．５
長崎県 ６４ ６3 ２，3４６ １，５１3 ０ ２４ 8 １０8 １7 １ ２ １ ４，０２０ 3，０６１．7
熊本県 ９２ ９１ ４，１7１ ２，２7４ ０ ２7 ４ １１１ 3２ ２ １ 3 ６，６２５ 3，8０９．7
大分県 ６９ ６8 ２，６９１ １，２４１ ０ １５ ４ ９６ ４１ ５ ０ １ ４，０９４ 3，６3９．１
宮崎県 ６６ ６４ ２，7６９ １，１3６ ０ 7 ０ ４５ ５ １ ０ １ 3，９６４ 3，7０４．7
鹿児島県 ９６ ９５ 3，４６２ １，88１ １ １６ ２ １５7 ４3 １ １ 8 ５，５7２ 3，５０６．６
沖縄県 7４ 73 １，９４7 ２，６１8 ０ １９ 3 １２２ 3６ ０ １ ２ ４，7４8 3，２3４．3

合計 ４，４９3 ４，４37 １7１，3２４
（４９．3）

１６3，8２５
（４7．１）

１４
（０．０）

１，４１９
（０．４）

7５１
（０．２）

8，１88
（２．４）

１，88２
（０．５）

１６５
（０．０）

3１
（０．０）

7２
（０．０）

3４7，６7１
（１００．０） ２，7５４．４

（施設調査による集計）
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東東
京京
都都
区区
部部
災災
害害
時時
透透
析析
医医
療療
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク

各各
ブブ
ロロ
ッッ
クク
長長
及及
びび
副副
ブブ
ロロ
ッッ
クク
長長
リリ
スス
トト

※
最
新
リ
ス
ト
は
、
福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【【
区区
部部
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
】】

  ※※
令令
和和

33
年年

55
月月

22
11
日日
現現
在在

ブブ
ロロ
ッッ
クク

役役
職職

担担
当当
行行
政政
地地
域域

氏氏
名名

施施
設設
名名
・・
所所
属属
診診
療療
科科
名名

電電
話話
番番
号号

ブ
ロ
ッ
ク
長

港
区

竜
崎
　
崇
和

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
4
5
1
-
8
2
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

港
区
※

大
城
戸
　
一
郎

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
病
院
　
腎
臓
・
高
血
圧
内
科

0
3
-
3
4
3
3
-
1
1
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

文
京
区

平
間
　
章
郎

日
本
医
科
大
学
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
8
2
1
-
1
6
0
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

台
東
区

中
島
　
敦
夫

上
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
5
8
1
7
-
8
7
7
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

中
央
区

中
山
　
昌
明

聖
路
加
国
際
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
5
4
1
-
5
1
5
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

千
代
田
区

三
瀬
　
直
文

三
井
記
念
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
8
6
2
-
9
1
1
1

ブ
ロ
ッ
ク
長

品
川
区

本
田
　
浩
一

昭
和
大
学
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
7
8
4
-
8
0
0
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

大
田
区

酒
井
　
　
謙

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病
院
　
腎
セ
ン
タ
ー

0
3
-
3
7
6
2
-
4
1
5
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

品
川
区
※

若
井
　
陽
希

品
川
ガ
ー
デ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
7
7
9
-
4
9
7
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

大
田
区
※

伊
藤
　
嘉
晃

大
森
山
王
病
院
　
内
科

0
3
-
3
7
7
5
-
7
7
1
1

ブ
ロ
ッ
ク
長

渋
谷
区

石
橋
　
由
孝

日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
4
0
0
-
1
3
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

渋
谷
区
※

高
橋
　
俊
雅

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
3
7
6
-
0
1
9
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

世
田
谷
区
※

久
保
田
　
孝
雄

東
都
三
軒
茶
屋
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
6
8
0
5
-
3
7
5
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

世
田
谷
区

早
川
　
　
宏

関
東
中
央
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
4
2
9
-
1
1
7
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

目
黒
区

柴
垣
　
圭
吾

柴
垣
医
院
自
由
ヶ
丘

0
3
-
3
7
2
4
-
0
0
6
6

ブ
ロ
ッ
ク
長

新
宿
区

若
井
　
幸
子

東
京
都
保
健
医
療
公
社
大
久
保
病
院
　
腎
内
科

0
3
-
5
2
7
3
-
7
7
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

新
宿
区

菊
地
　
　
勘

下
落
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
9
5
3
-
1
7
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

新
宿
区
※

髙
野
　
秀
樹

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
3
4
2
-
6
1
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

杉
並
区

青
木
　
尚
子

河
北
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
3
3
6
-
2
5
0
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

中
野
区

野
田
　
裕
美

新
渡
戸
記
念
中
野
総
合
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
3
8
2
-
1
2
3
1

ブ
ロ
ッ
ク
長

練
馬
区

前
田
　
国
見

石
神
井
公
園
じ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
9
9
5
-
0
7
2
5

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

板
橋
区

藤
垣
　
嘉
秀

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
9
6
4
-
1
2
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

板
橋
区
※

阿
部
　
雅
紀

日
本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋
病
院
　
腎
臓
・
高
血
圧
・
内
分
泌
内
科

0
3
-
3
9
7
2
-
8
1
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

北
区

小
林
　
沙
和
子

東
京
北
医
療
セ
ン
タ
ー
　
腎
臓
内
科

0
3
-
5
9
6
3
-
3
3
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

豊
島
区

吉
川
　
桃
乃

東
京
都
立
大
塚
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
9
4
1
-
3
2
1
1

ブ
ロ
ッ
ク
長

葛
飾
区

丹
野
　
有
道

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
葛
飾
医
療
セ
ン
タ
ー
　
腎
臓
・
高
血
圧
内
科

0
3
-
3
6
0
3
-
2
1
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

荒
川
区

小
川
　
哲
也

東
京
女
子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー
　
内
科

0
3
-
3
8
1
0
-
1
1
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

荒
川
区
※

高
橋
　
正
毅

南
千
住
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
8
0
6
-
2
2
3
2

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

足
立
区

桝
沼
　
樹
宏

敬
仁
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
9
1
3
-
3
1
0
6

ブ
ロ
ッ
ク
長

江
東
区

松
本
　
　
啓

昭
和
大
学
江
東
豊
洲
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
6
2
0
4
-
6
0
0
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

江
東
区
※

田
中
　
裕
一

江
東
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
6
8
5
-
2
1
6
6

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

墨
田
区

大
山
　
恵
子

つ
ば
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
5
6
2
5
-
0
2
8
3

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

墨
田
区
※

島
田
　
憲
明

立
花
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
6
1
6
-
8
2
1
6

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

江
戸
川
区

武
田
　
之
彦

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
船
堀

0
3
-
3
6
8
8
-
9
9
0
1

（
注
）
行
政
区
に
2
名
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
配
置
の
場
合
は
、
※
印
の
行
政
区
担
当
医
師
が
行
政
担
当
窓
口
と
な
り
ま
す
。

区
中
央
部

ブ
ロ
ッ
ク

区
南
部

ブ
ロ
ッ
ク

区
西
南
部

ブ
ロ
ッ
ク

区
西
部

ブ
ロ
ッ
ク

区
西
北
部

ブ
ロ
ッ
ク

赤
羽
中
央
病
院
腎
セ
ン
タ
ー
腎
友
会
、
田
端
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
o
asis

区
東
部

ブ
ロ
ッ
ク

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
（
船
堀
）
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
岩
患
者
会
、
瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
森
山
友
の
会
、
親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
、
深
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

区
東
北
部

ブ
ロ
ッ
ク

勝
和
な
ご
み
会
、
西
新
井
病
院
患
者
友
の
会
、
東
和
病
院
腎
友
会
、
柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
腎
会
、
に
し
あ
ら
い
生
活
習
慣
病
ク
リ
ニ
ッ
ク

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
（
新
小
岩
）
、
金
町
中
央
病
院
患
者
会

高
中
腎
友
会
、
あ
か
ま
つ
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

高
松
医
院
患
者
会
、
練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
く
ら
会
、
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
優
人
大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

所所
属属
すす
るる
患患
者者
会会

虎
の
門
・
高
津
会

東
京
健
生
病
院
サ
ボ
テ
ン
会

入
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
上
野
し
の
ば
ず
会
、
西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会

秋
葉
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

大
田
病
院
腎
友
会

代
々
木
病
院
腎
友
会
、
松
和
患
者
会
（
新
宿
南
口
支
部
）

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会

松
和
患
者
会
（
西
新
宿
支
部
）

阿
佐
谷
す
ず
き
腎
友
会
、
河
北
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
寺
田
病
院
腎
友
会
、
桃
井
診
療
所
腎
友
会

中
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
中
野
共
立
病
院
腎
友
会
・
絆
の
会
、
新
中
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会

東東
京京
都都
区区
部部
災災
害害
時時
透透
析析
医医
療療
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク

各各
ブブ
ロロ
ッッ
クク
長長
及及
びび
副副
ブブ
ロロ
ッッ
クク
長長
リリ
スス
トト

※
最
新
リ
ス
ト
は
、
福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【【
区区
部部
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
】】

  ※※
令令
和和

33
年年

55
月月

22
11
日日
現現
在在

ブブ
ロロ
ッッ
クク

役役
職職

担担
当当
行行
政政
地地
域域

氏氏
名名

施施
設設
名名
・・
所所
属属
診診
療療
科科
名名

電電
話話
番番
号号

ブ
ロ
ッ
ク
長

港
区

竜
崎
　
崇
和

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
4
5
1
-
8
2
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

港
区
※

大
城
戸
　
一
郎

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
病
院
　
腎
臓
・
高
血
圧
内
科

0
3
-
3
4
3
3
-
1
1
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

文
京
区

平
間
　
章
郎

日
本
医
科
大
学
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
8
2
1
-
1
6
0
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

台
東
区

中
島
　
敦
夫

上
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
5
8
1
7
-
8
7
7
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

中
央
区

中
山
　
昌
明

聖
路
加
国
際
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
5
4
1
-
5
1
5
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

千
代
田
区

三
瀬
　
直
文

三
井
記
念
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
8
6
2
-
9
1
1
1

ブ
ロ
ッ
ク
長

品
川
区

本
田
　
浩
一

昭
和
大
学
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
7
8
4
-
8
0
0
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

大
田
区

酒
井
　
　
謙

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病
院
　
腎
セ
ン
タ
ー

0
3
-
3
7
6
2
-
4
1
5
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

品
川
区
※

若
井
　
陽
希

品
川
ガ
ー
デ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
7
7
9
-
4
9
7
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

大
田
区
※

伊
藤
　
嘉
晃

大
森
山
王
病
院
　
内
科

0
3
-
3
7
7
5
-
7
7
1
1

ブ
ロ
ッ
ク
長

渋
谷
区

石
橋
　
由
孝

日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
4
0
0
-
1
3
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

渋
谷
区
※

高
橋
　
俊
雅

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
3
7
6
-
0
1
9
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

世
田
谷
区
※

久
保
田
　
孝
雄

東
都
三
軒
茶
屋
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
6
8
0
5
-
3
7
5
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

世
田
谷
区

早
川
　
　
宏

関
東
中
央
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
4
2
9
-
1
1
7
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

目
黒
区

柴
垣
　
圭
吾

柴
垣
医
院
自
由
ヶ
丘

0
3
-
3
7
2
4
-
0
0
6
6

ブ
ロ
ッ
ク
長

新
宿
区

若
井
　
幸
子

東
京
都
保
健
医
療
公
社
大
久
保
病
院
　
腎
内
科

0
3
-
5
2
7
3
-
7
7
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

新
宿
区

菊
地
　
　
勘

下
落
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
9
5
3
-
1
7
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

新
宿
区
※

髙
野
　
秀
樹

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
3
4
2
-
6
1
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

杉
並
区

青
木
　
尚
子

河
北
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
3
3
6
-
2
5
0
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

中
野
区

野
田
　
裕
美

新
渡
戸
記
念
中
野
総
合
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
3
8
2
-
1
2
3
1

ブ
ロ
ッ
ク
長

練
馬
区

前
田
　
国
見

石
神
井
公
園
じ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
9
9
5
-
0
7
2
5

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

板
橋
区

藤
垣
　
嘉
秀

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
9
6
4
-
1
2
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

板
橋
区
※

阿
部
　
雅
紀

日
本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋
病
院
　
腎
臓
・
高
血
圧
・
内
分
泌
内
科

0
3
-
3
9
7
2
-
8
1
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

北
区

小
林
　
沙
和
子

東
京
北
医
療
セ
ン
タ
ー
　
腎
臓
内
科

0
3
-
5
9
6
3
-
3
3
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

豊
島
区

吉
川
　
桃
乃

東
京
都
立
大
塚
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
9
4
1
-
3
2
1
1

ブ
ロ
ッ
ク
長

葛
飾
区

丹
野
　
有
道

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
葛
飾
医
療
セ
ン
タ
ー
　
腎
臓
・
高
血
圧
内
科

0
3
-
3
6
0
3
-
2
1
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

荒
川
区

小
川
　
哲
也

東
京
女
子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー
　
内
科

0
3
-
3
8
1
0
-
1
1
1
1

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

荒
川
区
※

高
橋
　
正
毅

南
千
住
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
8
0
6
-
2
2
3
2

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

足
立
区

桝
沼
　
樹
宏

敬
仁
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
9
1
3
-
3
1
0
6

ブ
ロ
ッ
ク
長

江
東
区

松
本
　
　
啓

昭
和
大
学
江
東
豊
洲
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
6
2
0
4
-
6
0
0
0

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

江
東
区
※

田
中
　
裕
一

江
東
病
院
　
腎
臓
内
科

0
3
-
3
6
8
5
-
2
1
6
6

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

墨
田
区

大
山
　
恵
子

つ
ば
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
5
6
2
5
-
0
2
8
3

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

墨
田
区
※

島
田
　
憲
明

立
花
ク
リ
ニ
ッ
ク

0
3
-
3
6
1
6
-
8
2
1
6

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

江
戸
川
区

武
田
　
之
彦

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
船
堀

0
3
-
3
6
8
8
-
9
9
0
1

（
注
）
行
政
区
に
2
名
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
配
置
の
場
合
は
、
※
印
の
行
政
区
担
当
医
師
が
行
政
担
当
窓
口
と
な
り
ま
す
。

区
中
央
部

ブ
ロ
ッ
ク

区
南
部

ブ
ロ
ッ
ク

区
西
南
部

ブ
ロ
ッ
ク

区
西
部

ブ
ロ
ッ
ク

区
西
北
部

ブ
ロ
ッ
ク

赤
羽
中
央
病
院
腎
セ
ン
タ
ー
腎
友
会
、
田
端
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
o
asis

区
東
部

ブ
ロ
ッ
ク

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
（
船
堀
）
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
岩
患
者
会
、
瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
森
山
友
の
会
、
親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
、
深
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

区
東
北
部

ブ
ロ
ッ
ク

勝
和
な
ご
み
会
、
西
新
井
病
院
患
者
友
の
会
、
東
和
病
院
腎
友
会
、
柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
腎
会
、
に
し
あ
ら
い
生
活
習
慣
病
ク
リ
ニ
ッ
ク

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
（
新
小
岩
）
、
金
町
中
央
病
院
患
者
会

高
中
腎
友
会
、
あ
か
ま
つ
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

高
松
医
院
患
者
会
、
練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
く
ら
会
、
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
優
人
大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

所所
属属
すす
るる
患患
者者
会会

虎
の
門
・
高
津
会

東
京
健
生
病
院
サ
ボ
テ
ン
会

入
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
上
野
し
の
ば
ず
会
、
西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会

秋
葉
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

大
田
病
院
腎
友
会

代
々
木
病
院
腎
友
会
、
松
和
患
者
会
（
新
宿
南
口
支
部
）

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会

松
和
患
者
会
（
西
新
宿
支
部
）

阿
佐
谷
す
ず
き
腎
友
会
、
河
北
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
寺
田
病
院
腎
友
会
、
桃
井
診
療
所
腎
友
会

中
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
中
野
共
立
病
院
腎
友
会
・
絆
の
会
、
新
中
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会

東
京

都
区

部
災

害
時

透
析

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

東
京
都
の
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

前
号（

Ｎｏ
 ２３５）「

東
京

都
の

災
害

時
に

お
け

る
透

析
医

療
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

」改
訂

版
よ

り
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三
多

摩
腎

疾
患

治
療

医
会

災
害

時
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

三三
多多

摩摩
腎腎

疾疾
患患

治治
療療

医医
会会

災災
害害

時時
ネネ

ッッ
トト

ワワ
ーー

クク
各各

ブブ
ロロ

ッッ
クク

長長
及及

びび
副副

ブブ
ロロ

ッッ
クク

長長
リリ

スス
トト

【【
三三

多多
摩摩

ネネ
ッッ

トト
ワワ

ーー
クク

】】

ブブ
ロロ

ッッ
クク

役役
職職

担担
当当

行行
政政

地地
域域

氏氏
名名

施施
設設

名名
・・
所所

属属
診診

療療
科科

名名
電電

話話
番番

号号

ブ
ロ

ッ
ク

長
福

生
市

中
林

　
巌

公
立

福
生

病
院

　
腎

セ
ン

タ
ー

腎
臓

内
科

0
4
2
-
5
5
1
-
1
1
1
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

あ
き

る
野

市

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

檜
原

村

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

日
の

出
町

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

羽
村

市

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

瑞
穂

町

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

青
梅

市

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

奥
多

摩
町

ブ
ロ

ッ
ク

長
八

王
子

市
尾

田
　

高
志

東
京

医
科

大
学

八
王

子
医

療
セ

ン
タ

ー
　

腎
臓

病
セ

ン
タ

ー
腎

臓
内

科
0
4
2
-
6
6
5
-
5
6
1
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

日
野

市
佐

藤
 真

理
子

日
野

市
立

病
院

　
腎

臓
内

分
泌

代
謝

内
科

0
4
2
-
5
8
1
-
2
6
7
7

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

多
摩

市
金

子
　

朋
広

日
本

医
科

大
学

多
摩

永
山

病
院

　
腎

臓
内

科
0
4
2
-
3
7
1
-
2
1
1
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

稲
城

市
小

板
橋

 賢
一

郎
稲

城
市

立
病

院
　

腎
臓

内
科

0
4
2
-
3
7
7
-
0
9
3
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

町
田

市
金

城
　

永
幸

あ
け

ぼ
の

病
院

　
腎

臓
内

科
0
4
2
-
7
2
8
-
1
1
1
1

ブ
ロ

ッ
ク

長
立

川
市

河
﨑

　
智

樹
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
災

害
医

療
セ

ン
タ

ー
　

腎
臓

内
科

0
4
2
-
5
2
6
-
5
5
1
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

昭
島

市
栗

本
　

義
直

昭
島

腎
ク

リ
ニ

ッ
ク

0
4
2
-
5
4
6
-
8
5
8
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

国
分

寺
市

窪
田

 沙
也

花
国

分
寺

南
口

ク
リ

ニ
ッ

ク
0
4
2
-
3
2
4
-
3
2
3
2

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

国
立

市
中

村
　

健
三

長
久

保
病

院
　

泌
尿

器
科

0
4
2
-
5
7
1
-
2
2
1
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

東
大

和
市

本
西

　
秀

太
東

大
和

南
街

ク
リ

ニ
ッ

ク
0
4
2
-
5
6
3
-
5
2
0
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

武
蔵

村
山

市
津

田
　

昌
宏

武
蔵

村
山

病
院

　
腎

臓
内

科
0
4
2
-
5
6
6
-
3
1
1
1

ブ
ロ

ッ
ク

長
狛

江
市

宮
崎

　
陽

一
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

附
属

第
三

病
院

　
腎

臓
・
高

血
圧

内
科

0
3
-
3
4
8
0
-
1
1
5
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

三
鷹

市
要

　
　

伸
也

杏
林

大
学

医
学

部
付

属
病

院
　

腎
臓

内
科

0
4
2
-
2
4
7
-
5
5
1
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

武
蔵

野
市

高
橋

　
大

栄
武

蔵
野

赤
十

字
病

院
　

腎
臓

内
科

0
4
2
-
2
3
2
-
3
1
1
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

府
中

市
羽

田
　

　
学

東
京

都
立

多
摩

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

　
腎

臓
内

科
0
4
2
-
3
2
3
-
5
1
1
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

調
布

市
形

山
　

憲
誠

調
布

東
山

病
院

　
透

析
セ

ン
タ

ー
0
4
2
-
4
8
1
-
5
5
1
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

小
金

井
市

田
崎

　
尋

美
小

金
井

太
陽

病
院

　
人

工
透

析
科

0
4
2
-
3
8
3
-
5
5
1
1

ブ
ロ

ッ
ク

長
東

村
山

市
小

林
　

克
樹

東
京

都
保

健
医

療
公

社
多

摩
北

部
医

療
セ

ン
タ

ー
　

腎
臓

内
科

0
4
2
-
3
9
6
-
3
8
1
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

小
平

市
宮

川
　

　
博

公
立

昭
和

病
院

　
腎

臓
内

科
0
4
2
-
4
6
1
-
0
0
5
2

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

清
瀬

市
柏

木
　

睦
美

清
瀬

博
済

堂
ク

リ
ニ

ッ
ク

0
4
2
-
4
1
0
-
0
0
0
1

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

西
東

京
市

小
林

　
克

己
保

谷
厚

生
病

院
　

泌
尿

器
科

0
4
2
-
4
2
4
-
6
6
4
0

副
ブ

ロ
ッ

ク
長

東
久

留
米

市
古

屋
　

　
徹

東
久

留
米

ク
リ

ニ
ッ

ク
0
4
2
-
4
7
7
-
0
0
7
1

織
本

病
院

腎
友

会

保
谷

腎
友

会

吉
祥

寺
あ

さ
ひ

腎
友

会
、

、

府
中

け
や

き
会

、
村

上
医

院
ひ

ま
わ

り
会

杏
林

腎
友

会

平
山

腎
友

会
、

豊
田

ク
リ

ニ
ッ

ク
腎

友
会

、
日

野
ク

リ
ニ

ッ
ク

腎
友

会
（
日

野
・
百

草
・
高

幡
）

永
山

腎
友

会

あ
け

ぼ
の

東
腎

会
サ

ル
ビ

ア

立
川

北
口

駅
前

腎
友

会
、

立
川

ふ
れ

あ
い

相
互

病
院

希
望

会
、

す
な

が
わ

相
互

診
療

所
患

者
会

い
ず

み

昭
島

腎
ク

リ
ニ

ッ
ク

ひ
ま

わ
り

会

国
分

寺
こ

や
ま

腎
友

会
、

立
花

ク
リ

ニ
ッ

ク
友

の
会

長
久

保
ハ

ナ
ミ

ズ
キ

会
、

く
に

た
ち

桜
会

八
王

子
東

町
ク

リ
ニ

ッ
ク

桑
の

実
会

、
高

尾
も

み
じ

会
、

め
じ

ろ
台

西
澤

ク
リ

ニ
ッ

ク
め

じ
ろ

会
、

あ
け

ぼ
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
い

ち
ょ

う
会

0
4
2
-
5
5
8
-
0
3
2
1

0
4
2
-
5
5
4
-
5
4
2
0

0
4
2
-
8
2
5
-
8
0
8
0

羽
村

相
互

診
療

所
た

ん
ぽ

ぽ
の

会

※※
令令

和和
33
年年

55
月月

22
11
日日

現現
在在

所所
属属

すす
るる

患患
者者

会会

公
立

阿
伎

留
医

療
セ

ン
タ

ー
　

腎
臓

内
科

北
多

摩
南

部
ブ

ロ
ッ

ク

西
多

摩
ブ

ロ
ッ

ク

北
多

摩
北

部
ブ

ロ
ッ

ク

羽
村

相
互

診
療

所

ひ
が

し
青

梅
腎

ク
リ

ニ
ッ

ク

梅
津

　
道

夫

小
林

　
重

雄

小
池

　
鈴

華

南
多

摩
ブ

ロ
ッ

ク

北
多

摩
西

部
ブ

ロ
ッ

ク

３
月
２６日（

土
）１６：

００～
１７：
１０「
患
者
向
け
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
セ
ミ
ナ
ー
」

共
催
　
東
京
腎
臓
病
協
議
会

　
　
　
東
京
都
透
析
医
会

　
　
　
後
援
・
東
京
都（
予
定
）

ご案内
（
参
加
希
望
者
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）
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は
じ
め
に

透
析
の
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意
思

決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
提
言
が
、

２
０
２
０
年
日
本
透
析
医
学
会
か
ら
発

表
さ
れ
ま
し
た
１
）。
平
均
導
入
年
齢
7０

歳
に
達
し
た
、
我
が
国
の
高
齢
透
析
患

者
の
現
況
の
中
で
、
よ
り
よ
い
生
き
方

を
人
生
の
終
焉
に
向
け
て
考
え
る
べ
き

時
代
に
な
っ
た
の
で
す
。
誰
も
が
平
等

に
訪
れ
る
死
を
考
え
る
と
き
、
善
い
死

と
は
な
に
か
と
い
う
疑
問
が
起
こ
り
ま

す
。
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
痛
み
苦
し
み

の
無
い
死
で
あ
り
、
そ
の
間
の
生
を
ど

う
生
き
る
か
を
支
え
る
原
資
に
な
り
ま

す
。
一
方
で
、
無
く
な
る
臓
器
機
能
と
、

そ
れ
で
も
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る

透
析
医
療
の
は
ざ
ま
で
、
様
々
な
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
よ
う

な
重
い
テ
ー
マ
を
、
わ
が
国
が
直
面
し

て
い
る
超
高
齢
化
社
会
に
焦
点
を
当
て

て
稿
を
進
め
ま
す
。

（
１
）
高
齢
者
腎
不
全
患
者
に
お
け
る

腎
代
替
療
法
の
開
始
／
見
合
わ
せ
の
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
（
全
国
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
）

高
齢
者
腎
不
全
患
者
に
お
け
る
腎
代

替
療
法
の
開
始
／
見
合
わ
せ
の
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
研
究　

柏
原
班
）
の
研
究
成
果
の
中
で
、
わ
が

国
の
現
状
調
査
（
透
析
非
導
入
・
中
断

・
緩
和
医
療
の
実
態
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
中
心
に
ま
ず
、
報
告
し
ま
す
。
Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｄ
と
は
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

の
公
的
研
究
を
指
し
ま
す
。

対
象
は
、
日
本
腎
臓
学
会
、
日
本
透

析
医
学
会
、
日
本
在
宅
医
療
連
合
会
、

日
本
小
児
腎
臓
病
学
会
の
４
学
会
の
会

員
と
し
、
調
査
対
象
期
間
は
２
０
１
８

年
１
月
～
２
０
１
９
年
１２
月
の
２
年
間
、

各
施
設
に
対
し
て
１
回
答
を
お
願
い
し
、

４
５
１
施
設
の
回
答
数
を
得
ま
し
た
。

内
訳
は
日
本
腎
臓
学
会
１
４
２
施
設
、

日
本
透
析
医
学
会
２
４
３
施
設
、
日
本

在
宅
医
療
連
合
会
２8
施
設
、
日
本
小
児

成
場
所
が
皆
無
に
な
っ
た
場
合
、
鎮
静

を
か
け
な
い
と
透
析
が
困
難
な
場
合
、

重
度
の
認
知
機
能
障
害
な
ど
）
と
考
え

る
複
数
場
面
が
想
定
さ
れ
ま
す（
図
２
）。

で
は
終
末
期
、
い
わ
ゆ
る
人
生
の
最
終

段
階
と
は
何
か
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

誰
も
が
必
ず
訪
れ
る
、人
生
の
最
終
段
階
に
つ
い
て

～
「
透
析
の
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
提
言
作
成
委
員
会
」報
告
よ
り
～

～
「
透
析
の
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
提
言
作
成
委
員
会
」報
告
よ
り
～

　

東
邦
大
学　

医
学
部
腎
臓
学
講
座�　

酒
井
　
謙

腎
臓
病
学
会
38
施
設
。

勤
務
形
態
は
２
９
９

施
設
が
病
院
、
１
０

４
施
設
が
透
析
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
37
施
設
が

在
宅
往
診
医
あ
る
い

は
か
か
り
つ
け
医
で

あ
り
ま
し
た
。
過
去

２
年
間
の
透
析
非
導

入
患
者
は
９
１
７
例
、

透
析
中
断
患
者
は
４

９
２
例
存
在
し
（
合

計
１
４
０
９
例
）、

６０
歳
を
超
え
る
年
齢

で
は
、
透
析
非
導
入
、

中
断
例
は
と
も
に
増

加
し
、
8０
歳
を
超
え

る
と
、
透
析
非
導
入

例
の
増
加
は
、
中
断
例
よ
り
も
２
倍
以

上
と
顕
著
で
あ
り
ま
し
た
（
図
１
）。

様
々
な
理
由
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
終
末
期
（
癌
の
末
期
、
体
外
循
環

す
な
わ
ち
透
析
が
で
き
え
な
い
低
血
圧

や
多
臓
器
不
全
、
血
管
ア
ク
セ
ス
の
作

図 １　AMED研究

高齢者腎不全患者における腎代替療法の開始／見合わせの意思決定プロセスの構築から
（柏原班研究）

過去 2年間の透析非導入、中断、年齢分布
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（
２
）
認
知
症
に
つ
い
て

６０
歳
を
超
え
る
年
齢
で
は
、
透
析
非

導
入
、
中
断
例
は
と
も
に
増
加
し
、
認

知
症
を
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
に
関
し
て
の
透
析
導
入
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
個
別
調
査
（
二
次

調
査
）
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
⑴
透
析

が
安
全
に
行
え
れ
ば
、
医
療
者
と
し
て

導
入
を
行
う　

⑵
基
本
的
に
家
族
の
同

意
あ
れ
ば
、
導
入
を
す
る　

⑶
家
族
の

協
力
（
見
守
り
な
ど
）
を
前
提
に
導
入

を
す
る　

⑷
腹
膜
透
析
を
検
討
す
る　

⑸
他
施
設
を
紹
介
す
る
、
の
５
項
目
に

大
別
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｄ
二
次
調
査
）
で
し
た
（
表
１
）。

こ
こ
か
ら
読
み
取
る
部
分
は
、
医
療
者

は
、
決
し
て
認
知
症
自
体
を
透
析
非
導

入
に
は
し
て
い
な
い
点
で
す
。
た
だ
し
、

自
身
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た

場
合
を
想
定
し
て
、事
前
指
示
書
（A

d
vanced�D

irectives:�A
D

）
を
作
成

し
て
お
く
こ
と
が
、
透
析
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
や
は
り
重
要
で
す
。
透
析
導

入
を
迷
う
家
族
に
と
っ
て
も
、
大
き
な

意
思
決
定
の
支
え
に
な
る
か
ら
で
す
。

事
前
指
示
書
の
ひ
な
形
は
様
々
で
す
が
、

１
例
を
表
示
し
ま
す
（
図
３
）。
こ
の

事
前
指
示
書
の
作
成
の
第
１
段
階
は
、

ま
ず
透
析
導
入
時
に
提
出
を
考
え
る
べ

き
と
さ
れ
て
い
ま
す
１
）。

図 ２　AMED研究

高齢者腎不全患者における腎代替療法の開始／見合わせの意思決定プロセスの構築から（柏原班研究）

表 １　AMED研究

高齢者腎不全患者における腎代替療法の開始／見合わせの意思決定プロセスの構築から（柏原班研究）　
二次調査：認知症における透析導入について

透析が安全に行えれば、医療者として導入を行う ２４

基本的に家族の同意があれば、導入をする ２２

家族の協力（見守りなど）を前提に導入をする １６

腹膜透析を検討する ４

認知症を診ることができる他施設を紹介する ４

透析非導入例内訳 透析中断例内訳
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（
３
）
人
生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）に
つ
い
て

人
々
が
重
篤
で
慢
性
的
な
疾
病
を
持

っ
て
暮
ら
す
中
で
、
自
ら
の
価
値
観
、

目
的
、
嗜
好
に
合
致
し
た
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
Ａ
Ｃ

Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス　

ケ
ア　

プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
：
人
生
会
議
）
で
す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
は

２
０
１
８
年
に
改
訂
さ
れ
た
厚
労
省
の

「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
そ
の
概
念
が
初
め
て
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
２
）。
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
す
す

め
る
な
か
で
、
前
述
の
Ａ
Ｄ
（
事
前
指

示
書
）
の
作
成
、
代
諾
者
の
指
定
、
あ

る
い
は
特
定
の
医
療
行
為
（
透
析
）
の

開
始
や
中
止
の
決
定
が
行
わ
れ
る
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
お
い
て
指

示
内
容
の
振
り
返
り
や
更
新
が
適
宜
行

わ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
一
度
決
め
た
Ａ
Ｃ
Ｐ
も
撤

回
で
き
ま
す
し
、
一
度
決
め
た
透
析
中

断　

非
開
始
も
撤
回
し
て
、
透
析
を
行

う
こ
と
、
行
う
自
由
を
守
る
こ
と
が
必

須
条
件
で
す
。
こ
の
考
え
方
を
支
え
る

方
法
論
が
Ｓ
Ｄ
Ｍ
（
共
同
意
思
決
定　

シ
ェ
ア
ー
ド
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
メ
ー
キ
ン

グ
）
で
す
３
）。
医
療
者
と
、
患
者
家
族

が
お
互
い
に
何
度
も
、
人
生
の
目
標
、

趣
味
、
生
き
方
、
を
語
り
合
い
、
個
人

に
と
っ
て
の
医
療
の
方
向
性
の
結
論
に

導
く
手
法
で
す
。
一
方
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
と
い
う
言
葉
は
現
在
使

用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

らinform
ed

は
、
知
ら
し
め
る
手
法

で
あ
り
、
一
方
的
で
す
、
双
方
向
で
、

よ
り
よ
い
生
、
よ
り
よ
い
死
も
考
え
る
、

そ
れ
に
よ
り
Ａ
Ｃ
Ｐ
が
策
定
さ
れ
る
の

で
す
。
ま
た
Ａ
Ｃ
Ｐ
策
定
過
程
で
、
Ｃ

Ｋ
Ｍ
の
提
示
が
不
可
欠
で
す
。
腎
代
替

療
法
の
選
択
提
示
か
ら
Ｃ
Ｋ
Ｍ
に
至
る

情
報
提
供
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
表
２

に
ま
と
め
ま
し
た
１
）。
Ｃ
Ｋ
Ｍ
（
保
存

表 ２

日本透析医学会：「透析の開始と継続に関する意思決定プロセスについての提⾔」１）から抜
粋。医療チームは、患者・家族等と話し合いを繰り返して、SDMおよびACPを行ない、そ
の内容を⽂書にまとめて、患者・家族等と共有することが重要である。

１ 　ESKDの治療選択に関する情報提供プロセス
　すべてのRRTについての情報とESKDの⾃然経過を説明し、患者がそれぞれの
RRTの長所と短所を理解できるまで話し合いを継続する。患者がRRTを選択しない
場合も、患者・家族等と話し合いを繰り返し、CKMを選択して透析を見合わせた時
の利益と不利益を理解できるまで説明し、期間を限定した透析の開始（緩和透析療法：
透析回数減少も含まれる）についての情報も提供する。精神疾患等により意思決定能
力に問題があると疑われる場合には、患者・家族等に専⾨医の受診を勧める。

➡
２ 　透析の⾒合わせに関する意思決定プロセス
　患者から見合わせの申し出があった場合には、その理由を確認し、CKMを最終的
に選択した場合、患者・家族等から透析の見合わせに関する確認書を必要に応じて取
得する。確認書の取得後も、病状の変化に応じて適宜患者から透析開始の意思を確認
する。また、患者にセカンド・オピニオンについて説明する。透析を永続的に必要と
するESKDと診断された患者においては、患者・家族等が理解し納得した時点から
人生の最終段階が始まる。CKMを選択した最終意思決定についての合意は尊重され
なければならない。

図 ３　事前承諾書の １例１）
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的
腎
臓
療
法
）
と
は
、
非
透
析
に
お
け

る
緩
和
医
療
を
含
め
た
全
人
的
医
療
で

す
が
、
詳
細
は
次
に
述
べ
ま
す
。

（
４
）
緩
和
医
療
と
Ｃ
Ｋ
Ｍ
（
保
存
的

腎
臓
療
法
）

英
国
の
２
０
１
８
年
のO

xford�U
n

iversity�H
ospital�K

idney�U
nit

の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
４
）
で
提
唱
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
透
析
の
差
し
控
え
と
継
続

中
止
の
決
断
に
至
っ
た
場
合
も
、
き
ち

ん
と
し
た
保
存
的
腎
臓
療
法（conserv

ative�kidney�m
anagem

ent:�
CK
M

）を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
病
態
の
進
行
速
度
に
よ

っ
て
、
⑴
高
血
圧
、
電
解
質
異
常
等
の

腎
不
全
に
伴
う
合
併
症
へ
の
対
処
と
、

⑵
か
ゆ
み
、
嘔
吐
、
呼
吸
苦
等
の
症
状

へ
の
対
処
に
大
別
さ
れ
、
い
ず
れ
も
薬

物
治
療
と
、
生
活
習
慣
、
環
境
、
補
助

療
法
を
含
む
非
薬
物
療
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
は
、
患
者
個
々
の
臨
床

的
評
価
に
基
づ
き
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
念
頭
に

計
画
さ
れ
、
逐
次
、
修
正
・
撤
回
・
再

開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
部
分
は
隣
国
台

湾
に
お
け
る
「
腎
臓
病
患
者
の
終
末
期

に
お
け
る
緩
和
ケ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
図
４
中
文
）
が
参
考
に
な
り
ま
す
ゆ

え
、
そ
の
紹
介
を
含
め
て
、
Ｃ
Ｋ
Ｍ
の

実
際
に
つ
い
て
次
に
解
説
し
ま
す
。

（
５
）
台
湾
に
み
る
末
期
腎
臓
病
緩
和

医
療
（
図
４
）

台
湾
で
は
既
に
末
期
慢
性
腎
臓
病
の

緩
和
ケ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
６
月
７
日
に

「
安
寧
緩
和
医
療
条
例
」
が
交
付
さ
れ
、

２
０
０
９
年
９
月
１
日
か
ら
は
入
院
緩

和
ケ
ア
と
在
宅
緩
和
ケ
ア
が
健
康
保
険

適
応
と
な
り
、
ま
た
急
性
慢
性
腎
不
全

も
こ
の
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

慢
性
腎
臓
病
末
期
の
患
者
と
そ
の
家
族

に
適
切
な
意
思
決
定
を
促
し
、
死
者
と

生
者
が
共
に
、
善
な
る
死
と
生
を
以
て
、

緩
和
ケ
ア
を
通
し
て
臨
終
期
の
生
活
の

質
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
い
る
の
で
す
。

一
方
我
が
国
で
は
、
非
が
ん
領
域
で
は
、

重
症
心
不
全
を
除
き
慢
性
腎
臓
病
は
緩

和
医
療
の
給
付
対
象
で
あ
り
ま
せ
ん
。

台
湾
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
末
期

腎
不
全
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｋ
Ｍ
特
に
緩
和

医
療
を
行
う
に
あ
た
り
、
患
者
自
身
が

自
分
の
意
思
を
伝
え
る
能
力
が
あ
る
か

ど
う
か
を
判
断
し
、
患
者
・
家
族
と
の

書
面
で
の
確
認
を
残
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
隣
国
台
湾
に
お

け
る
透
析
の
見
合
わ
せ
（
透
析
非
開
始
、

中
止
）
に
お
い
て
は
、
人
工
呼
吸
器
使

用
、
循
環
系
シ
ョ
ッ
ク
、
意
識
障
害
、

多
臓
器
不
全
、
悪
性
腫
瘍
末
期
が
腎
臓

専
門
医
の
考
え
る
終
末
期
の
医
療
判
断

基
準
で
あ
る
が
、
家
族
の
希
望
が
あ
る

限
り
、
血
液
透
析
を
続
け
る
の
は
台
湾

で
も
一
般
的
で
す
。
ま
た
死
に
関
し
て

は
、
誰
し
も
が
善
な
る
死
を
求
め
て
お

り
、
善
な
る
死
と
は
体
の
痛
み
の
な
い

自
然
死
で
あ
る
と
し
て
、
家
族
と
の
時

間
を
過
ご
せ
る
場
合
は
、
家
族
に
と
っ

て
も
、
善
な
る
時
間
、
負
担
の
な
い
時

間
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｍ
は
ど
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
ス
テ
ー
ジ
で

も
必
要
な
、
実
際
私
た
ち
が
展
開
し
て

い
る
薬
物
・
食
事
に
よ
る
非
透
析
保
存

的
腎
臓
療
法
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。

し
か
し
透
析
開
始
を
提
案
す
る
場
合
、

「
透
析
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
か
、
そ

の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
治
療
に
な
る

か
？
」
は
必
然
的
に
生
じ
る
疑
問
で
あ

り
、
こ
の
時
医
療
者
は
参
考
資
料
を
用

意
し
、
確
認
書
を
と
る
ま
で
複
数
の
面

談
が
必
要
に
な
り
、
当
然
こ
こ
で
Ｃ
Ｋ

Ｍ
の
話
も
出
て
き
ま
す
１
）。
こ
れ
は
わ

が
国
で
も
、
台
湾
で
も
同
様
で
す
。
大

切
な
こ
と
は
、
透
析
導
入
（
血
液
透
析
、

図 ４　�国立台湾大学「生命末期腎臓病人安寧緩和医療指引」
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腹
膜
透
析
、
腎
移
植
）
と
等
価
で
Ｃ
Ｋ

Ｍ
を
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
透
析
で
広
が
る
前
途
を
前
提
に
腎

不
全
の
自
然
歴
の
話
を
進
め
、
そ
の
経

過
で
の
疑
問
（
透
析
し
な
い
と
ど
う
な

る
か
、
透
析
は
し
た
く
な
い
）
に
こ
た

え
る
形
で
附
則
的
に
Ｃ
Ｋ
Ｍ
を
と
ら
え

て
い
る
の
が
、
日
本
・
台
湾
の
現
状
で

す
。

（
６
）
終
末
期
の
定
義

イ
ギ
リ
ス
で
は
終
末
期
患
者
と
は
生

命
維
持
治
療
を
中
止
後
１
年
後
に
死
亡

す
る
患
者
を
、
ア
メ
リ
カ
で
は
生
命
維

持
治
療
中
止
後
６
か
月
で
死
亡
す
る
場

合
を
指
す
よ
う
で
す
。
台
湾
で
の
終
末

期
腎
臓
病
患
者
の
定
義
は
少
し
違
い
ま

す
。
患
者
の
自
己
決
定
選
択
の
上
、
長

期
透
析
ま
た
は
腎
移
植
を
拒
否
し
、
も

し
く
は
腎
不
全
で
「
重
症
臨
床
合
併
症

の
た
め
命
が
脅
か
さ
れ
る
」
状
態
に
て
、

腎
臓
病
医
療
チ
ー
ム
が
患
者
の
近
日
中

死
亡
と
判
断
し
、
医
師
チ
ー
ム
の
二
人

以
上
が
終
末
期
と
判
断
し
た
ら
、
透
析

中
止
を
考
慮
し
、
緩
和
ケ
ア
―
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
の
で

す
。
あ
る
意
味
、
生
命
予
後
期
間
を
根

拠
と
す
る
欧
米
に
比
し
、
我
が
国
や
台

湾
で
は
、
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
重

要
視
し
ま
す
１
）。
台
湾
で
は
Ｃ
Ｋ
Ｍ
は

透
析
、
移
植
と
同
列
な
Ｃ
Ｋ
Ｄ
４
～
５

か
ら
の
自
由
意
志
選
択
で
は
あ
り
ま
す

が
、
患
者
家
族
が
迷
っ
て
い
た
ら
透
析

は
行
う
方
針
で
す
。

な
お
、
Ｃ
Ｋ
Ｍ
の
中
に
は
、
試
行
的

透
析
医
療
（tim

e�lim
ited�trial�for�

dialysis

）
や
緩
和
透
析
（palliative�

dialysis

）
も
臨
機
応
変
に
行
い
う
る

と
さ
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｍ
と
は
ま
っ
た
く

の
透
析
中
止
を
意
味
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
溢
水
・
呼
吸
苦
の
た
め
の
加
療
に

一
時
的
な
血
液
透
析
が
行
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
す
。
尿
量
の
無
い
場
合
、

誰
も
が
想
像
で
き
る
の
は
溢
水
に
よ
る

呼
吸
困
難
だ
か
ら
で
す
。
生
命
予
後
に

関
し
て
で
す
が
、
透
析
中
断
例
で
は
７

・
８
日
５
）、
透
析
非
導
入
例
で
は
１
ヵ

月
～
数
か
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

間
の
苦
痛
の
除
去
は
本
人
の
み
な
ら
ず
、

家
族
を
緩
和
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、
緩

和
医
療
の
重
要
な
点
で
あ
り
、
Ｃ
Ｋ
Ｍ

の
あ
り
方
が
、
日
本
透
析
医
学
会
お
よ

び
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
研
究
等
で
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
本
研
究
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｄ
研
究
費
を
頂
き
、
報
告
し
て
お

り
ま
す
）

ま
と
め

①
病
状
が
悪
化
し
て
い
る
場
合
、
透
析

を
開
始
し
な
い
、
あ
る
い
は
中
断
す
る

と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
で
き
て
い
る
国
も
存
在
す
る
。

②
透
析
を
中
断
す
る
と
い
う
事
は
大
き

な
決
断
で
、
死
を
意
味
す
る
。
今
の
日

本
で
は
、
生
命
維
持
療
法
と
し
て
の
透

析
を
中
止
す
る
決
断
は
、
法
的
に
許
容

さ
れ
て
い
な
い
。
透
析
中
止
と
い
う
死

に
直
面
す
る
状
況
に
お
い
て
は
、
さ
ら

に
細
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多

職
種
で
重
要
で
あ
る
。

③
透
析
継
続
の
不
利
益
を
強
調
す
る
の

で
な
く
、
本
人
の
思
う
最
期
の
生
き
方

を
、
生
前
の
話
し
合
い
を
参
考
に
、
家

族
と
繰
り
返
し
話
し
合
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
Ａ
Ｄ
（
事
前
指

示
書
）
を
作
成
す
べ
き
で
あ
る
。

④
医
療
者
や
時
に
家
族
の
言
葉
で
も
、

患
者
に
伝
わ
る
と
は
限
ら
な
い
。
意
識

障
害
が
あ
っ
て
も
、「
話
し
た
か
ど
う

か
」で
は
な
く
、「
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
」

を
思
い
や
り
、
そ
の
努
力
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

⑤
苦
痛
の
除
去
は
本
人
の
み
な
ら
ず
、

家
族
を
緩
和
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、
緩

和
医
療
の
重
要
な
点
で
あ
る
。

⽂献
１）透析の開始と継続に関する意思決定プロ
セスについての提⾔　透析会誌５3（４）：１73～
２１7、 ２０２０
２）厚生労働省．人生の最終段階における医
療・ケアの決定プロセスに関するガイドライ
ン．
（厚生労働省ホームページ２０１8）
3）腎臓病 SDM推進協会．https://www.ckd
sdm.jp
４）Oxford�University�Hospital�Kidney�Unit�
A�guide�to�conservative�kidney�manageme
nt.
５）R�Fissell,�J�Bragg-Gresham�et�al.�Factors�
associated�with�“do�not�resuscitate”�orders�
and�rates�of�withdrawal�from�hemodialysis�
in�the�international�DOPPS.�Kidney�Internat
ional,�Vol.�６8（２００５）,�pp.�１２8２–１２88
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ッ
ク
世
田
谷

理
事
長
・
院
長　

菅
沼　

信
也

〒
１
５
７
―
０
０
６
２

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
４
丁
目
２１
番
１４
号

☎
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
０

医
療
法
人
社
団　

駿
昭
会

小

池

内

科

院
長　

原
澤　

信
介

〒
１
０
２
―
０
０
７
１

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
町
２
丁
目
１3
番
１６
号
上
田
ビ
ル

☎
０
３
（
３
２
６
５
）
０
２
０
３

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

幸
町
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

渡
辺
賀
寿
雄

〒
１
９
０
―
０
０
０
４

東
京
都
立
川
市
柏
町
４
丁
目
１
番
１
号

☎
０
４
２
（
５
３
６
）
３
０
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
３
６
）
３
２
６
９

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

立
川
北
口
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

檜
垣　

昌
夫

院
長　

石
原　

理
裕

〒
１
９
０
―
０
０
１
２　

東
京
都
立
川
市
曙
町

１
丁
目
3１
番
２
号
遠
藤
創
進
ビ
ル
三
階

☎
０
４
２
（
５
２
３
）
２
２
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
２
３
）
２
４
０
０

医
療
法
人
社
団　

長
尽
会

長

久

保

病

院

三

和

ク

リ

ニ

ッ

ク

理
事
長　

桑
原　

勝
孝

〒
１
８
６
―
０
０
１
１

東
京
都
国
立
市
谷
保
６
９
０
７
番
地
の
１

☎
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
８
８

医
療
法
人
社
団　

春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

飯
田
橋
春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

春
口　

洋
昭

〒
１
０
２
―
０
０
７
２　

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋

３
丁
目
９
―
３　

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

☎
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
９

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

孝
子

〒
１
０
７
―
０
０
６
２　

東
京
都
港
区
南
青
山

７
―
８
―
８
―
１
０
１

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
８
０
５
）
１
８
３
６

医
療
法
人
社
団　

腎
と
水

新
中
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

津
田　

信
次

ス
タ
ッ
フ
一
同

〒
１
６
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
中
野
区
本
町

３
丁
目
２3
番
３
号
新
中
野
Ａ
Ｍ
―
Ⅰ
ビ
ル
１
階

☎
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
２
９

亀
戸
畠
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

畠
山　

卓
弥

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
―
４
２
―
５

亀
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
４
階

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
８
８
５
）
３
３
４
１

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

あ
や
せ
駅
前
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

榎
本　

美
穂

〒
１
２
０
―
０
０
０
５　

東
京
都
足
立
区
綾
瀬

３
―
１６
―
４　

と
う
し
ん
ビ
ル
５
・
６
階

☎
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
２

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

立
石
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

遠
藤　
　

聡

〒
１
２
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
葛
飾
区
立
石

８
―
１
―
２　

賛
生
会
ビ
ル
２
階
・
３
階

☎
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
５

医
療
法
人
伯
鳳
会

東

京

曳

舟

病

院

病
院
長　

山
本　

保
博

〒
１
３
１
―
０
０
３
２

東
京
都
墨
田
区
東
向
島
２
丁
目
２7
―
１

☎
０
３
―
５
６
５
５
―
１
１
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
６
５
５
―
１
１
２
１

医
療
法
人
社
団　

松
缶
会

東
武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

目
良　

純
一
郎

〒
１
７
５
―
０
０
８
３

東
京
都
板
橋
区
徳
丸
３
―
１１
―
２

☎
０
３
（
５
９
２
２
）
３
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
９
９
）
６
８
８
０

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
二
二
年
一
月

社
会
医
療
法
人
社
団　

順
江
会

東
京
綾
瀬
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

長
田　

し
を
り

〒
１
２
４
―
０
０
０
１

東
京
都
葛
飾
区
小
菅
４
―
８
―
２

ハ
イ
ネ
ス
ア
ヤ
セ
Ⅱ
２
Ｆ

☎
０
３
（
５
６
８
０
）
６
８
８
８
（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
８
０
）
６
８
９
８
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エ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

常
務
取
締
役　

堀
江　

好
美

〒
５
３
２
―
０
０
１
１

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
４
丁
目
６
―
２９

第
３
ユ
ヤ
マ
ビ
ル
２
０
１

☎
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
２
０

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

通
院
移
送
セ
ン
タ
ー　

タ
ン
ポ
ポ

理
事
長　

小
野
崎　

勝

〒
１
７
６
―
０
０
１
２　

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北

４
丁
目
１２
番
１3
号
ノ
イ
メ
ゾ
ン
桜
台
１
階

☎
０
３
―
６
７
５
１
―
７
３
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
７
５
１
―
７
３
７
４

（
携
帯
）
０
８
０
―
３
２
０
４
―
０
２
２
６

扶
桑
薬
品
工
業
株
式
会
社

　

東
京
第
一
支
店

取
締
役
支
店
長　

松
井　

幸
信

〒
１
０
３
―
０
０
２
３

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
２
丁
目
４
番
５
号

☎
０
３
（
５
２
０
３
）
７
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
０
３
）
７
０
８
８

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

大
久
保　

豊

〒
１
５
１
―
０
０
５
１　

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷

４
の
２５
の
２　

Ａ
Ｐ
ビ
ル

☎
０
３
（
３
４
９
７
）
０
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
９
７
）
０
０
４
３

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
二
二
年
一
月

ベ
ー
タ
食
品
株
式
会
社

〒
５
３
１
―
０
０
７
６　

大
阪
市
北
区
大
淀
中

１
―
１
６
―
１
０　

高
石
ビ
ル
５
階

☎
０
８
０
０
―
１
１
１
―
３
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０
―
９
８
９
―
８
３
１

株
式
会
社　

東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役　

中
野
宏
次
郎

〒
１
６
０
―
０
０
２
２　

東
京
都
新
宿
区
新
宿

１
丁
目
５
番
４
号
Ｙ
Ｋ
Ｂ
マ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
２
０
１

☎
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
７
３

ａ
ｄ　

ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ

グ
リ
ー
ン
ル
ー
プ
合
同
会
社

〒
１
０
７
―
０
０
５
２

　

東
京
都
港
区
赤
坂
２
丁
目
１２
番
地
１3
号

ぬ
の
う
ら
ビ
ル
５
Ｆ

☎
０
３
（
６
２
７
７
）
６
５
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
５
０
５
）
８
５
０
８

ジ
ー
プ
ラ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

長
谷
川
貴
一

〒
１
０
１
―
０
０
３
２

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
１
―
３
―
３

☎
０
３
―
３
８
６
４
―
１
２
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
３
８
６
４
―
１
２
４
４

医
療
法
人
財
団　

百
葉
の
会

銀
座
医
院　

上
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

中
島　

敦
夫

〒
１
１
０
―
０
０
０
５　

東
京
都
台
東
区
上
野

２
―
１２
―
２０　

ロ
ー
タ
ス
ビ
ル
３
階

☎
０
３
―
５
８
１
７
―
８
７
７
０

医
療
法
人
社
団　

大
坪
会

三

軒

茶

屋

病

院

院
長　

大
坪　

由
里
子

〒
１
５
４
―
０
０
２
４

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
１
―
２１
―
５

☎
０
３
（
３
４
１
０
）
７
３
２
１

医
療
法
人
社
団　

成
和
会

西
新
井
病
院　

血
液
浄
化
透
析
室

理
事
長　

金　
　

光
宇

〒
１
２
３
―
０
８
４
５　

東
京
都
足
立
区
西
新
井
本
町
１
―
１２
―
１２

☎
０
３
―
５
６
４
７
―
１
７
０
０

株
式
会
社　

教
宣
文
化
社

代
表
取
締
役　

成
瀬　

大
輔

〒
３
５
９
―
０
０
１
２埼

玉
県
所
沢
市
坂
之
下
７
９
４

☎
０
４
（
２
９
４
４
）
４
３
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
（
２
９
４
６
）
０
１
１
８

医
療
法
人
社
団
　
時
正
会

理
事
長　

横
川　

秀
男

エ
バ
ラ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

道
端　

哲
郎

〒
１
４
２
―
０
０
６
２

東
京
都
品
川
区
小
山
５
―
９
―
１

☎
０
３
（
３
７
８
４
）
２
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
７
８
４
）
１
０
０
１

旗
の
台
小
池
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

古
田　

英
美
子

〒
１
４
２
―
０
０
６
４

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
５
丁
目
８
番
２3
号　

フ
ァ
イ

ン
コ
ー
ト
旗
の
台
１
０
１
号
室

☎
０
３
（
５
４
９
８
）
１
６
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
４
９
８
）
１
６
８
２

自
由
が
丘
い
ず
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

新
藤　

優
紀

〒
１
５
２
―
０
０
３
５

東
京
都
目
黒
区
自
由
が
丘
２
丁
目
１０
番
２０
号

弥
生
ビ
ル
３
階

☎
０
３
（
５
７
３
１
）
５
７
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
７
３
１
）
５
７
７
３

池
袋
西
口
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

山
本　

幸
治

〒
１
７
１
―
０
０
２
１

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
三
丁
目
１
番
１3
号　

西
池
袋

パ
ー
ク
フ
ロ
ン
ト
ビ
ル
５
階

☎
０
３
（
５
９
５
６
）
３
５
５
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
５
６
）
３
５
５
８
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
二
二
年
一
月

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会
一
同

Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
前
通
り　

ダ
ビ
ン
チ
ビ
ル
７
～
８
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
４
６
）
６
９
９
６

読
者
の
皆
様

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

会
員
一
同

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
病
院
・
吉
祥
寺
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

謹
賀
新
年

勝

和

な

ご

み

会

会
長　

土
田　
　
　

孝

　

会
員
一
同

松

和

患

者

会

　

西
新
宿
支
部

　

新
宿
南
口
支
部

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２
―
９
―
２
久
保
ビ
ル
３
階

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

☎
０
８
０
―
３
０
９
２
―
０
１
５
８（
佐
々
木
荿
携
帯
）

謹
賀
新
年

新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

会
長　

金
井　

信
憲　
副
会
長　

廣
田　

昭
弘

会
計　

高
橋　
　

修　
　

監
査　

上
松　

一
郎

監
査　

隠
岐　
　

登　
　
　
　
　

他
会
員
一
同

〒
１
３
０
―
０
０
１
３

東
京
都
墨
田
区
錦
糸
１
―
７
―
１3

☎
０
３
（
５
６
３
７
）
６
９
２
０

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
友
会

中
野
共
立
病
院
腎
友
会
・
絆
の
会

〒
１
６
４
―
０
０
０
１

東
京
都
中
野
区
中
野
５
丁
目
４４
番
７
号

☎
０
３
（
３
３
８
６
）
３
１
６
６

透
析
室
０
３
（
３
３
８
６
）
９
１
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
８
６
）
９
１
０
８

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

平

山

腎

友

会

一

同

京
王
線
平
山
城
址
公
園
駅
前

東
京
都
日
野
市
平
山
５
―
38
―
１

☎
０
４
２
（
５
９
９
）
２
３
１
１

謹
賀
新
年

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

会
長　

野
口　

忠
男

　

他
会
員
一
同

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
丁
目
１7
番
２４
号

☎
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
１

日
野
市
透
析
患
者
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

準
備
会

世
話
人
（
日
野
）　

板
橋　

俊
司

（
平
山
）　

岡
田　

和
友

（
豊
田
）　

矢
野　
　

茂

（
高
幡
）　

田
中　

克
幸

（
百
草
）　

富
張　

理
子

日
野
・
高
幡
・
百
草
園
腎
友
会

会

長　

板
橋　

俊
司

副
会
長　

春
日　
　

清

副
会
長　

栗
木
美
智
子

会

計　

樋
渡　

恭
子

会
計
監
査　

長
田
由
紀
子

（
百
草
）
世
話
人　

富
張　

理
子

（
高
幡
）
世
話
人　

田
中　

克
幸

〒
１
９
１
―
０
０
１
１

�

住
所　

日
野
市
本
町
３
丁
目
１１
番
地
１

�

☎
０
４
２
（
５
８
４
）
６
６
２
１

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

府
中
け
や
き
会
一
同

〒
１
８
３
―
０
０
５
５

東
京
都
府
中
市
府
中
町
１
丁
目
８
番
１
号

第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
・
７
Ｆ

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
３
３
４
）
２
６
０
１

森

山

友

の

会

会
長　

岸
里　
　

悟

　

他
会
員
一
同

〒
１
３
４
―
０
０
８
８

東
京
都
江
戸
川
区
西
葛
西
７
丁
目
１２
番
７
号

社
会
医
療
法
人
社
団
森
山
医
会

森
山
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
病
院
透
析
セ
ン
タ
ー
内

☎
０
３
（
３
６
７
５
）
１
２
１
１

柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク　

健
腎
会

会
長　

永
井　

昌
平

〒
１
２
０
―
０
０
２
３

東
京
都
足
立
区
千
住
曙
町
４
番
１６
号

☎
０
３
（
３
８
８
８
）
２
７
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８
８
８
）
７
７
２
９

江
戸
川
区
腎
友
さ
つ
き
会

会
長　

戸
倉　

振
一

〒
１
３
４
―
０
０
８
５

東
京
都
江
戸
川
区
南
葛
西
１
丁
目
５
番
１
号

☎
０
３
（
５
６
５
８
）
０
７
５
７

織

本

病

院

腎

友

会

会

長　

山
下　
　

賢　
副
会
長　

宮
本　

弘
之

会

計　

竹
内　

則
雄　
監

査　

細
田
貴
代
美

〒
２
０
４
―
０
０
０
２

東
京
都
清
瀬
市
旭
が
丘
１
―
２
６
１

☎
０
４
２
（
４
９
１
）
２
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
４
９
１
）
６
６
５
４
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高

松

医

院

腎

友

会

　
会
長　

三
好　

か
お
り

〒
１
７
９
―
０
０
７
５練

馬
区
高
松
六
―
四
―
二
十
三

医
療
法
人　

社
団
蒼
生
会　

高
松
医
院
内

謹
賀
新
年

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

　

会
員
一
同

〒
１
３
０
―
０
０
２
４

東
京
都
墨
田
区
菊
川
２
―
１１
―
１

☎
０
３
（
５
６
０
０
）
２
２
２
２

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会

会
長　

古
暮　
　

宏

〒
１
５
７
―
０
０
６
２

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
４
―
２１
―
１４

☎
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
０

医
療
法
人
社
団　

博
樹
会

西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会

　

会
員
一
同

〒
１
１
１
―
０
０
５
３

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
５
―
５
―
１
０

西
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
二
二
年
一
月

東腎協会員の皆様へ
災害伝言ダイヤルの訓練を。平常時に是非練習をしてください。
毎月 １日及び１５日に（２４時間）体験できます。

災害伝言ダイヤルの使い方

【　手順　】
　　電話機を持って

　　①『 １ ７ １ 』を押す　（災害伝言ダイアル）

　　　　　 ＜音声が流れます＞
　　②『　 ２ 　 』を押す　（伝言を聞く）

　　　　　 ＜音声が流れます＞
　　③『 聞きたい相手の電話番号 』を押す

　　　　　
　　④�次に「１」を押すと新しいものから伝言が聞けます。�

これで病院からの伝言が聞けます。

ご家族の方も試してみて下さい。

※②の選択を間違って『 １』（伝言を入れる）を押された方がいました。
　　録音されますのでご注意下さい。
　　上記手順でメッセージが聞けますので、最後まで聞いて下さい。

※ �『伝言ダイアル』又は避難所が情報入手の手段となりますので�
事前に試してみて下さい。

（ ）
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

扶
桑
薬
品
工
業（
株
）東
京
第
一
支
店
様

青
い
鳥
ハ
ガ
キ
寄
付
御
礼

《
患
者
会
》

長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会
、
高
尾
も
み
じ

会
、
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

切
手
類
ご
寄
付
御
礼

桃
井
診
療
所
腎
友
会

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

編
集
後
記

○
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
年
末
年
始
に
は
一

定
の
感
染
縮
小
で
、
２
年
ぶ
り
の
ご
家

族
で
の
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

と
こ
ろ
が
三
が
日
中
に
も
、
沖
縄
、

広
島
、
山
口
で
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
に

よ
る
急
激
な
感
染
拡
大
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
一
週
間
も
し
な
い
う

ち
に
東
京
、
大
阪
を
は
じ
め
と
す
る
首

都
圏
で
９
月
以
来
の
感
染
爆
発
が
起
き

て
い
ま
す
。

沖
縄
、
山
口
、
広
島
は
米
軍
基
地
か

ら
の
感
染
拡
大
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。「
日
米
地
位
協
定
」
で
米
軍
兵

は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
索
や
入
国
後
の
待
期
期
間

も
な
い
ま
ま
、
基
地
か
ら
日
本
の
繁
華

街
へ
進
出
し
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
市

中
感
染
拡
大
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
水
際

作
戦
で
空
港
で
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
敷
い
て
も
、「
日
米
地
位
協
定
」
の

下
で
は
全
く
無
力
で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
ま
し
た
。
果
た
し
て
日
本
は
本
当

に
独
立
国
家
な
ん
だ
ろ
う
か
と
素
朴
に

疑
問
を
持
っ
た
次
第
で
す
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
重
症
化
し
な
い
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
透
析

患
者
、
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
患
者
に
と

っ
て
は
、
重
症
化
し
な
い
か
ら
と
安
心

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
感
染
力
は
デ
ル
タ
株
よ
り
強
力
で
す

の
で
、
あ
ら
た
め
て
気
を
引
き
締
め
て

感
染
防
止
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
も
全
腎
協
全
国
大

会
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
６
月
に
は

全
腎
協
５０
周
年
記
念
式
典
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
腎
協
も
本
年
結

成
５０
周
年
を
迎
え
、
１０
月
3０
日
（
日
）

に
記
念
式
典
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
情
勢
も
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
と
祝
賀
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
新
年
早
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
残
念

な
お
知
ら
せ
で
す
。
現
東
腎
協
副
会
長

（
元
会
長
）、
東
難
連
理
事
長
の
榊
原

靖
夫
さ
ん
が
１
月
７
日
に
亡
く
な
っ
た

と
の
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

２０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
全
腎
協
、
東

腎
協
、
東
難
連
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
等
々
慢
性
腎

臓
病
患
者
、
透
析
患
者
、
難
病
患
者
の

た
め
に
常
に
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
晩
年
は
体
調
を
崩
さ
れ

て
入
退
院
の
日
々
で
し
た
が
、
そ
の
功

績
に
敬
意
を
表
し
、
慎
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
明
し
ま
す
。
次
号
に
て
「
追
悼
文

を
」掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

〇
新
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

早
い
も
の
で
コ
ロ
ナ
と
付
き
合
い
出

し
て
も
う
少
し
で
２
年
に
な
り
ま
す
。

最
近
は
感
染
が
少
し
落
ち
着
い
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断
が
で
き
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
次
か
ら
次
へ
と
変
異
を

し
、
こ
ん
な
に
長
く
な
る
と
は
思
い
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
年
前
に
「
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
」
と
い
う
題
の
邦
画
を
見
て

い
ま
し
た
。
内
容
は
謎
の
感
染
症
が
広

１
月
５
日
（
水
）

事
務
局
年
始
営
業
日

１
月
９
日
（
日
）

２
０
２
２
年
度
予
算
委
員
会

１
月
１５
日
（
土
）

三
役
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

１
月
２３
日
（
日
）

全
腎
協
第
組
織
対
策
委
員
会（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

１
月
３０
日
（
日
）

第
１
７
２
回
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

５０
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

２
月
６
日
（
日
）

全
腎
協
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

２
月
１２
日
（
土
）

三
役
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

２
月
１５
日
（
火
）

全
腎
協
中
長
期
委
員
会

２
月
２０
日
（
日
）

Ｊ
Ｐ
Ａ
理
事
会

２
月
２７
日
（
日
）

第
１
７
３
回
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

３
月
１２
日
（
土
）

三
役
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

３
月
１３
日
（
日
）

全
腎
協
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

３
月
１７
日
（
木
）

国
会
請
願
集
会
（
予
定
）

３
月
２０
日
（
日
）

腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い（
予
定
）

３
月
２７
日
（
日
）

第
１
７
４
回
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

今
後
の
活
動
予
定
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が
り
、
治
療
し
て
い
た
医
師
も
感
染
し

て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま
さ

か
本
当
に
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
を
経
験

す
る
事
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
の
怖
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
世

界
に
は
ま
だ
ま
だ
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が

存
在
す
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
寄

付
を
頂
い
て
い
ま
す「
青
い
鳥
ハ
ガ
キ
」

で
す
が
、
大
切
に
使
用
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
例
え
ば
６２
円
葉
書
（
青
い
鳥

葉
書
）
５
０
０
枚
で
8４
円
切
手
を
５3
枚
、

１
２
０
円
切
手
を
２
０
０
枚
、
１０
円
切

手
を
４
枚
２
円
切
手
４
枚
と
い
う
ふ
う

に
交
換
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
１
年

に
数
回
、
必
要
な
切
手
に
交
換
を
し
て

通
信
費
の
節
約
に
大
変
役
立
た
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
一
人
お
一
人
の
ご
協
力

の
お
陰
で
す
。
事
務
局
経
費
を
少
し
で

も
節
約
す
る
様
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。今

年
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

（
三
好
）

〇
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
２
０
２
１
年
は
あ
っ
と
い
う

間
だ
っ
た
な
ぁ
と
う
一
年
で
し
た
が
、

私
事
で
明
る
い
出
来
事
は
特
に
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
２
２
年
に
な
り

年
も
明
け
ま
し
た
の
で
、
心
機
一
転
！

日
々
小
さ
な
目
標
を
立
て
な
が
ら
一
つ

一
つ
達
成
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
壬
寅
（
み
ず
の
え

・
と
ら
）」
寅
だ
そ
う
で
す
。
実
は
実

家
に
寅
（
虎
）
に
関
連
性
が
あ
る
記
念

品
が
数
十
年
前
か
ら
飾
っ
て
あ
る
の
を

思
い
だ
ま
し
た
。
そ
れ
は
１
９
８
５
年

の
プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー
ズ
を
優
勝
し

た
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

（
虎
の
絵
）
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
缶
ビ

ー
ル
の
空
き
缶
で
す
。
当
時
６
歳
だ
っ

た
自
分
は
家
族
４
人
で
西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
本
拠
地
（
埼
玉
県
所
沢
市
）
西
武

球
場
（
現
在
は
西
武
ド
ー
ム
）
で
行
わ

れ
る
第
２
戦
を
観
戦
し
ま
し
た
。
ラ
イ

オ
ン
ズ
フ
ァ
ン
だ
っ
た
自
分
は
当
然
西

武
の
応
援
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

席
は
阪
神
側
の
指
定
席
で
ま
だ
小
学
１

年
の
自
分
に
は
阪
神
サ
イ
ド
の
応
援
席

か
ら
西
武
の
応
援
を
す
る
度
胸
も
勇
気

も
な
く
、
肩
身
が
狭
い
中
で
の
観
戦
で

し
た
。
な
ぜ
阪
神
側
の
指
定
席
だ
っ
た

か
と
い
う
と
、
母
が
熱
烈
な
阪
神
フ
ァ

ン
で
妹
も
野
球
は
知
ら
な
く
て
も
母
と

一
緒
が
良
い
と
い
う
だ
け
で
阪
神
フ
ァ

ン
と
な
り
、
当
然
の
よ
う
に
チ
ケ
ッ
ト

は
阪
神
側
の
指
定
席
に
。（
西
武
を
応

援
し
た
い
な
ら
西
武
サ
イ
ド
に
行
っ
て

応
援
し
た
ら
？
）
く
ら
い
の
事
を
言
わ

れ
た
記
憶
が
あ
り
（
う
ろ
覚
え
）、
当

時
の
自
分
は
へ
そ
を
曲
げ
ふ
て
腐
れ
な

が
ら
の
態
度
を
と
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

試
合
は
２
対
１
で
第
１
戦
に
続
い
て
阪

神
が
勝
利
し
２
勝
０
敗
で
甲
子
園
球
場

に
闘
い
の
場
所
を
移
し
、
最
終
的
に
は

４
勝
２
敗
で
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
優
勝

し
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。
実
は
現
在

進
行
形
の
ジ
ン
ク
ス
が
あ
り
、
西
武
球

場
に
観
戦
し
に
い
っ
た
試
合
で
は
、
い

ま
だ
に
西
武
が
負
け
た
こ
と
が
な
い
の

で
す
。
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
西
武
は
負

け
ま
し
た
が
、
あ
れ
は
阪
神
サ
イ
ド
で

応
援
し
た
か
ら
ノ
ー
カ
ウ
ン
ト
だ
と
今

で
も
ぼ
や
い
て
い
ま
す
。（
笑
い
）ま
た
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
弁
当
を
食
べ
る
と
ホ
ー
ム

ラ
ン
が
で
る
。
コ
レ
も
願
掛
け
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
が
、
結
果
た
く
さ
ん
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。話

を
戻
し
ま
す
が
、
今
年
の
目
標
の

一
つ
と
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
落
ち
着
き
、
世
間
が
日
常
に
戻
れ
た

ら
、
ホ
ー
ム
西
武
ド
ー
ム
で
新
庄
監
督

率
い
る
新
生
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
を
迎
え
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
弁
当
を

食
べ
な
が
ら
観
戦
す
る
の
が
今
年
の
目

標
の
一
で
す
。
ま
だ
ま
だ
先
行
の
見
え

な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

つ
で
も
多
く
明
る
い
話
題
が
あ
る
一
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
会
員
の
皆
さ
ま

今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
松
山
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

■
訃
報

榊
原
靖
夫
さ
ん
（
東
腎
協
副
会
長
）

１
月
７
日
逝
去
。
享
年
7９
歳

主
な
活
動
・
現
東
難
連
理
事
長
、
元
東

腎
協
会
長
、
板
橋
さ
く
ら
会
会
長
、
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
高
中
腎
友
会
会
長

表
紙
の
言
葉
（
高
尾
山
薬
王
院
）

髙
尾
山
薬
王
院
は
、
東
京
都
八

王
子
市
の
高
尾
山
に
あ
る
寺
院
。

真
言
宗
智
山
派
の
関
東
三
大
本
山

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
正
式
な
寺
名

は
髙
尾
山
薬
王
院
有
喜
寺
だ
が
、

一
般
に
は
単
に
「
高
尾
山
」
あ
る

い
は
「
髙
尾
山
薬
王
院
」
と
呼
ば

れ
る
。

天
狗
様
は
飯
縄
大
権
現
様
の
眷

属
（
随
身
）
と
し
て
、
除
災
開
運
、

災
厄
消
除
、
招
福
万
来
な
ど
、
衆

生
救
済
の
利
益
を
施
す
力
を
持
ち
、

古
来
よ
り
神
通
力
を
も
つ
と
さ
れ
、

多
く
の
天
狗
伝
説
や
天
狗
信
仰
が

あ
り
、
神
格
化
さ
れ
て
い
ま
す
。






